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取扱 説明 書 


FOLK トラ ン シ ー バ ー を お 買上 げ い た だ きま し 
て あり が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 させ て 効果 的 に ご 使用 いた 
だ く た め 、 ご の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 
読み 下さ い 。 ま た この 取扱 説明 書 は 必ず 保存 下さ い 。 
ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た 時 お 役に立ち 
ます 。 


| 用 由 
つの し ずつ ゴ 電 株 式 会 社 


この 無線 機長 使用 する に は 、 郵政 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 また 、 アマ チュ ア 無 線 以外 の 運 
使用 で きま せん 。 


1 4 
1 ご 注意 … 。 す 
1-8 電波 を 発射 する 前 に ……ieewrnrnntn 4 
8 装 届 刷 に つい で ee worm 5 
3 各部 の 名 称 と 機能 6 
9-1 上 面 ・ 5 


3-g 前 後面 、 側 面 探 作 部 
39-3 LOD 表 示 部 
4 株 作 en Il 


4 運用 方 法 (基本 編 ) …… ぐ ooni 1 
4-| VHF/UHF バ ンド 切換 え の 仕方 
4 動作 モー ド に つい て … 
3 周波 数 の 設定 の 仕方 
4 受信 の 仕方 …・ 
4 送信 の 仕方 … 
4B CALL チ ャ ン ネ ル の 運用 
4-7 メモ リー の 運用 方 法 … 
4-B スキ ャ ン の 運用 方 法 … 
4-9 レビ ー タ の 運用 に つい て … 


5 運用 方 法 (機能 編 ) 
5-] チャ ン ネ ルス テッ プ の 設定 ー 
5-P スキ ャ ン 機 能 に eeteettー … 4 
5-8 プラ イオ リティ / デ ュ アル ワッ チ 擬 能 
5-4 オフ セッ ト 央 波数 の 設定 
5-5 トー ン 周 波数 の 設定 
5-6 シフ ト 方 向 の 切換 え ・ 
5-7 レ / 

5-B トー ン エ ンコ ー ダ / ト ー ン スケ ル チ 機 能 
5 DB 機能 Te 

-10 DSQ 機 能 (拡張 編 ) 
5-11 オー ト ダ イア ラー 機能 
5-16 AHM 機 能 … 
5-13 AX 機能 … 
5-14 ベル 機能 と ピー ブ 音 DN/OFF 擬 能 ・ 
5-15 モノ バン ド 切 換え 機能 


11 舌 


画 一 般 仕様 
e 周波 数 範 
144.00D 一 145.995MHz/43D~439.995MHz 
e 吉 波 型式 : F3 
@ 定 格 電圧 : DC8V 
ゅ マイ ク 入 力 イ ン ピ ー ダ ンス : 8kQ 
ゅ ゃ スピーカ ー イ ン ピ ー ダ ンス : BG 
外形 寸法 
1698(H) x57(W) x88( 品 )m( 突 超 物 含ま ず ) 
* 箇 量 : 440 巨 ( 単 3XB 本 使用 時 ) 
画 送 信 部 
送信 出力 : 5W(EBP-18N) 
5W(DG IN 18.8V) 
3W(]144MH2z 帯 定格 BV) 
g.BW(430MHzZ 帯 定格 9V) 
変調 方 式 : リア クタ ンス 変調 


* 最大 周波 数 偏 移 : 土 5KH フ 
* ス プリ アス 発射 強度 : 一 6IHB 以 下 
還 受 信 部 
受信 感度 (12dB SINAD) : 
ー15dBx 
受信 方 式 : 
ダブ ルス ー バ パー へ テロ ダイ ン 方 式 
中間 周 波数 : 


144MHz 帯 1st IF 55.H5MHz 
nd IF 455kHZ 

430MHZz 帯 1St IF 58.185MHz 
end IF 485KHZ 
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O JAHL 制 定 ア マチ ュ ア バン ド 使 用 区 分 


144MHz 帯 


EME 
8 デー タ 全便 波 | っ 
| eSB.CW 尊 康 FM 30 | 条 時 
14.00 い .0 0 0 0 .5 1 忠 .m 還 0 1i45DO 
0 人 


( 注 1) 144.10-144.PDMHZ の 周波 数 興 は 、 主 に 遼 距 離 通 信 に 使用 する 。 

( 注 P) デー タ 及 び 画 像 通信 の 区 分 は 、144.6D-144.75MHz の 周波 数 帯 の も の に つい て は FM 送信 機 、 そ 
の 他 の 周波 数 帯 の も の に つい て は 8 日 送信 機 を 使用 する 。 

( 注 3) 144.75-145.BOMHZ の 周波 数 雪 の FM 電波 の 古 有 周 波数 帯 幅 は 、1BkHZ 以 下 と する 。 


430MH2Z 帯 


DW. デ ー タ 画像 


| AMSSB ( 
CM |m 
.0 


.50 .90 43P.ID 433.00 434.00 435.00 438.00 439.00 90.00 


ーー 呼出 周 涼 ( 左 常 通 信 周波 数 ) 


( 注 1) デー タ 及 び 画 像 通信 の 区 分 は 、431.00-431 .5DMHZ の 周波 数 の も の に つい て は FM 送信 機 、 そ の 
他 の 周波 数 帯 の も の に つい て は 8 送信 幾 を 使用 する 。 

( 注 ) 431.50 一 434.00MHZ の 周波 数 時 の FM 電波 の 占有 周波 数 帯 幅 は 、1BkHzZ 以 下 と する 。 

( 注 3) レビ ー タ の 入出 力 周波 数 は 、 別 に 定め る 。 

( 注 4) 435.00 一 438.00MHz の 周波 数 常 は 、181 年 ]6 月 81 日 まで は 、ATV 通 信 に 使用 する こと が で きき 
る 。 


10 ォ フ ショ ン 


*EHP-I0NG.GV 700mAH ニッ 
*EBP-I8N(EV UmAH 
wED ロ -141A ビ バッテリ ー チ ャ 
* ED ロビ -I5(A ビ バッ テリ ー チ ャ ー: 
* ロロ -66( ア クティ ブ ノ イズ フィ ルター 
=ED ロ -13( シ ガラ イタ ー ケ ー ブ プル )… 
*E 昌 1 (ベル トク リッ プ ) ・ 


wEME-6( プ チ 型 イヤ ホン ) ・ 
*EME-4( イ ヤ ホ ンマ イク ) ・ 
wEMS-E( ブ プチ 型 スピ ー カ マイ 
ゃ EME-I0(VOX/ ロ TT 切 換 付 ヘッ 
*ESBD-1!( ソ フト ケー ス 標 源 サ イズ 、BP-IUIN 用 ) 


ャ ー EBP-I0N 朋 ) 
EBP-18N 朋 ) 
ガラ イタ ー ケ ー ブ プル ) 


5-]6 周波 数 ロッ ク 機 能 ememeeemeerrnn 
5-17 PTT キ ー の ロッ ク 機 能 … ー 
5-18 ラン プ 機 能 eee 
5-19 オー トバ ッ テ リ ー セ ー プ 概 角 ・ 
5-80 オー ト パ ワー オン 機能 ・… 
5-81 スケ ル チ オ ン フ 機 能 
5-88 リセ ッ ト 操作 ・ 
5-23 外部 スピ ー カ 公子 に つい て … 


B 故障 と お 考え に な る 前 に ・ 


7-1 アフ ター サー ビス 人 
7 ナ -P リチウム 電池 の 交換 eee 5 
H 申請 書 の 書き 方 …… ドド ionere 57 
9 JAHL 制 定 ア マチ ュ アバ ンド 使用 区 分 ……… 58 
10 オフ ショ ヨン ドロー henaninns 58 
11 


1 ご 合用 の 前 に ”” wamzcssu 申請 の 書き 


に ーー ド 部 に 手 “* 下 
ッ ケース を は ず し て 内 部 に 手 を 煎れ な いで 下さ い 。 本 機 に より 、 ア マチ ュ ア 無線 局 の 申請 を する 場合 は 、 市 販 の 申請 用 紙 に 下記 の 事 順 を まち が い 
な く 記 載 の 上 、 申 請 し て 下さ い 。 


e 乾 電池 の ③ お 、 〇 を 正しい 方 向 に 入れ て 下さ い 。 


8 ( 拉 線 司 免許 申請 書 ) EE 
* 付属 の アン テ ナ を 完全 に 下り つけ て お 使い 下さ い 。 の 5 まま を の Ssalcisde 
< 高温 、 多 混 、 ほこ り の 多い 場所 は 避け て ご 使用 下さ い 。 の を 
番 け は もしくは 名 称 
< 外部 電源 は 必ず 専用 シ ガ ラ イ ター ケー ブル (EDD-1 WI 人 | 1 
メ は EDO-86) を お 使い 下さ い 。 送 | 2 人 二 交 全 数 柏 
ノイ ズ の 多い 電源 (カー バッ テリ ー な ど ) に は EDO-86、 ミッ 森吉 交 け 手 衝 笠 
ノイ ズ の な い 電 源 (直流 安定 化 電源 な ど ) に は EDD-13 el 
が 使え ます 。 症 4 選 信 機 擦 章 交 け 手数 持 
諾 | 第 5 送 人 標 章 底 付 手数 填 
第 6 送付 慣 億 章 安 付 考 数 料 ) 
義 付 図面 口 な 統 | 合計 
( 附 要 装置 の 店 元 の 記載 を 含 て も) 『 
(工事 設計 書 ) kg その の FM 衣 は は 1 の め られ た 条 作 に 清谷 し て い ] 
逆 信 空中 
2 工事 役 計 | 第 送信 機 | 第 2 送信 機 ーー イ 
]-8 電波 を 発射 する 前 に ハム バン ド の 近く に は 、 多 く の 業 務 用 無線 局 が 運用 され ame | 14MHZ 電 
て いま す 。 こ れ ら の 無線 局 の 近く で 電波 を 発射 する と 7 の | nM と 
チュ ア 無 線 局 が 電流 法令 を 満足 し て いて も 、 思 わ 友 電 きっ 2 
波 障害 を 起こ すこ と が あり ます の で 、 移 動 運 用 の 際 に は 、 い 
十分 ご 注意 下さ い 。 | 
特に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 行なわ ず 、 攻 5 素 | ※!. お 皿 上 げ の モデ ル 名 (D 日 -568BX ま た 
要 な 場合 は 、 管 理 者 の 承認 を 得る よう に し まし ょ う 。 数 AEROR は D 日 -5608X) を 御 記 入 下さ い 。 
自 
航空 機内 、 空 港 敷地 内 、 新 軸線 車両 内 、 業 務 用 無線 aa 隊 a。 5 
局 及び 中 継 局 周辺 な ど 。 ] 利 zm39 。 
汗 系 | (使用 する 空中 線 の 型式 な 記入 し て 下さ い ) 
電流 法 第 3 章 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる | 
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/ 保守 グ 付属 品 に つい て 


7-! アフ ター サー ビス ① バ ッ テ リ ー ケ ー ス の @ 
( け 保 証書 保証 書 は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 弁 入 日 ) の 記入 アン テ ナ 加 
お よび 、 記 載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 し て 下さ ハン ドス トラ ッ プ 
ue e 取扱 説明 書 
e 近 証 書 
避 保 証 期間 お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 ロ J-5898X に は ベル ト 
状態 で この 期間 内 に 万 一 故障 が 生じ た 場合 クリ ッ プ が 付属 され て い 細 
3 手数 で す が 、 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ ます 。 
店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 保証 Re 
書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 
、 に = ニーーーーーーー キ で ーー の 
避 ) 保 証 期間 経過 後 の 修 理 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 


下さ い 。 修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は 、 お 客 
人 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 

アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は 、 お 買い 上 げ 
の 販売 店 また は 、 当 社 サ ービス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 


(1) パ バッテリー ケ ー ス の 取り 付け 本体 の 潮 に バッ テリ ー ケ ー ス の フッ ク を あわ せ て 右 に ス 
ライ ド さ せま す 。 
7-P リチウム 電池 の 交換 マイ クロ コン ピュ ー タ は 、 リ チ ウ ム 和 電池 で パッ クア ッ プ 


され て いま す 。 回 

し た が っ て 電源 スイ ッ チ を 切っ て も 、 メ モリ ー は 保持 さ 

れ ま す 。 つめ 1 
リチウム 電池 の 寿 命 は 約 5 年 で す 。 


バッ クア ッ プ され な く な っ た 場合 は 、 リ チ ウ ム 電 池 の 寿 
で す の で 、 電 池 交換 が 必要 で す 。 

電池 の 交換 は 、 お 買い 求め いた だ いた 販売 店 、 ま た は 当 
社 サ ービス 窓口 に ご 相談 下さ い 。 


回 電 池 の セ ッ テ ィ ング バッ テリ ー ケ ー ス の つめ を 引き 上 げ て 左右 に 開き ます 。 
市 販 の 単 三 型 乾電池 を 5 本 入れ ます 。 
長 時 間 運 用 の た め に は 、 ア ルカ リ 乾 電池 の ご 使用 を お す 
すめ し ます 。 


つ 各部 の 名 称 と 機能 


9-| 上 面 操作 部 


アン テ ナ コ ネクター 


の VHF VODL ツ マミ 


@VHF BQL (スケ ル チ ) 
ッ ツマミ 


電源 ツマ ミ 
7UHF VDL ツ マミ 


@UHF SQL (スケ ル チ ) 
ツマ ミ 


⑬ ダ イヤ ルツ マミ 
98P 端 子 
@MIO 端 子 


G 


束 名 宮 


ご 


属 の アン テ ナ を 接続 する た め の コ ネクター で す 。 


コネ クタ ー を 使用 すれ ば 、 外 部 アン テ ナ を 接続 で き 


則 の 音量 調整 の ツマ ミ で す 。 


N 
す 。 
H 


本 


回 


HE 


に 


で 


瑞 
騰 
は 


す と 受信 斉 が 大 きく な り ま す 。 
出 の 無 信号 時 の “ザー” と いう 雑音 を 消去 する ツマ 


。 右 に 回 す と “ ザ 


す 人 
"ザー” と いう 音 が し ます 。 


1 う 音 が 消え 、 左 に 
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州 五 
wL 区 


o 


ロ 


すぐ と 受信 音 が 


F 側 の 無 


号 時 の “ ザ 


回 事 


人 r 妨 て ご 前 
1 


s 右 に 
ー" と いう 音 が し ます 。 


当社 オプ ショ ン の イヤ ホン プラ グ 接 続 端子 で す 。 


ます 。 


きく 


す と “ザー” と いう 間 が 消え 、 左 に 臣 


ON/ODFF お よび UHF 側 の 音量 調整 の ツマ ミ で す 。 
す と 電源 が 入り 、 さ ら に 


な 


” と いう 雑音 を 消去 する ツマ 


す 


波数 の 設定 お よび メモ リー チャ ン ネ ル の 切換 え を 


当社 オプ ショ ン イヤ ホン マイ ク (EME-4)、 プ チ 型 スピ 
イク (EMS-99、 ヘッ ド セ ッ ト (EME-10) の 台 


ー カ マ 
マイ ク 


プラ グ 接 続 負 子 で す 。 


認 障 と お 考え に な る 前 に 


症 状 


原 因 


処 置 


し な い 。 


電源 スイ ッ チ を 入れ て も 
ディ スプ レイ は 何 も 表 示 


. パッ テリ ー ケ ー ス の 


接触 不良 


. 電池 の 二 、 一 の 祝 性 


が 送 に な っ て いる 。 


. 電池 の 消耗 


. バッテリー ケ ー ス の 電極 の よ ご 
れ な ご ど を 確認 する 。 

D. 禄 性 を 確認 し て 電池 を 入れ な お 
す 。 

C. 乾電池 は 新しい 電池 と 交換 する 
NIOH 電池 は 充電 を 行う 。 


い 。 
受信 で き な い 。 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な 


. DS が 動作 


て いる 。 


VOL ツマ ミ を 反 時 計 


方 向 に 絞り すぎ て い 
る 。 


- スケ ル チ が 閉じ て い 


る 。 


. トー ンス ケル チ ガ 動 


作 し て いる 。 
て い 
る 。 


、PTT ス イッ チ が 押さ 


れ て 送信 状態 に な っ 


コ .、 VO し ツマ ミ を 適当 な 音量 に セッ 
する 。 


b. SBQL ツ マミ を 反 時 計 方 向 に 回 す 。 


C. トー ンス ケル チ 動 作 を 解除 する 。 


d. D8Q 動 作 (ペー ジャ ー、 コ ー ド 
スケ ル チ ) を 解除 する 。 
B. PTT ス イッ チ を は な す 。 


スキ ャ ン し な い 


スケ ル チ が 開い て いる 。 


SQL ツ マミ を 雑音 の 消え る 位置 に セ 
ッ ト す る 。 


メモ リー の 内 容 が 消え る 


リチウム 電池 の 寿命 


リチウム 電池 の 交換 


周波 数 が 変え られ な い 


K.L/F .[ 機能 が 働い て い 


る 。 


K.L/F.L 機 能 を 解除 する 。 


りす る 。 


送信 中 に 、 表 示 が 点滅 し 
た り 、 表 示 が 全て 消え た 


電池 の 消耗 


交換 また は 充電 する 。 


送信 し な い 。 


. 電池 の 消耗 
. PTT.L 機 能 が 働い 


て いる 。 


. 交換 また は 充電 する 。 
D. PTT.L 機 能 を 解除 する 。 


二 波 同時 愛 信 中 に 、 受 信 周 


波数 が 次 式 の 関係 に な る と き 、 


ます 。 ご これ は セッ ト の 周波 数 構成 に よる も の で 改 障 で 


1CVHF 帯 受信 周波 数 


55.H5MHZ) xー (UHF 尋 受 


1CVHF 事 受信 周波 数 十 55.05MHZ) X ロ ー(UHF 演 受 


無 変 調 波 が 受信 され る こと が あり 

は あり ませ ん 。 

信 周 波数 一 BBH.1P5MHzZ)| X8= 
55.05MHzZ 又 は 58.165MHZ 

計 周 波数 一 5B.1P5MHZ)| X3 ニ 

55.05MHzZ 又 は 58.185MHz 
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5-3 外部 スピ ー カ ー 本 機 は 、UHF/VHF 和 独立 分 苑 用 の 外部 スピ ー カ ー 毅 ヨ 9-P 前 後面 、 側 面 操作 部 


端子 に つい て を 持っ て いま す 。 
外部 スピ ー カ ー 端 子 に ステ レオ ミニ プラ グ を 接続 する と 、 
VHF と UHF の 音声 を 分 離す る こと が で さま す 。 
@ 一 民 @ 
| 5 か ⑩- レー ンー ンス 
① ヘッ ド ホ ンス テレ オ 用 の イヤ ホン を 接続 する と 左側 か ら 届 す らら の 
VHF、 右側 から UHF の 音声 が それ ぞ れ 聞こ えま す 。 Oo - ち @| 
N どど らら 131 
ae 
に 2 
トニ " 二 人 W 6】 
@ 
1】 
外部 スピ ー カ 端子 へ 代 
@ 外部 スピ ー カ を 続 する 場合 は 、 左 図 の 欄 に 市 販 の ステ 
2 スピ ー カ 外部 スピ ー カ | 了 暫 の 3 ファン クシ ョ ン キ ー ファ ンク ショ ン 機 能 を 動作 させ る 時 に 使用 し ます 。 
有 チ ャ ン ネ ル か ら UHF の 宮戸 を 取り 出す と と が で きま す 。 この キー を 押し て いる 問 「LF 」。 が 点灯 し 、 フ ァ ンク シ 
] ョ ン 機 能 を 動作 で きま す 。 
外部 スピ ー カ 
利く エーem ⑩PTT ス イッ チ (⑤ カ 所) 送信 と 受信 を 切換 える スイ ッ チ で す 。 
ーー NHjsmm この キー を 押し て いる 周 は 送信 状態 と な り ます 。 
三 バッテリ ー リ リー ス ノ ブ 電池 の 交換 な ど 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス を 取り 外す 時 に 便 | 
し ます 。 こ の ノブ を 上 側 に 押し な が ら バ ッ テ リ ー ケ ー ス 
1. モ ノラ ルミ ニ プ ラ グ を 接続 する と 、UHF 側 の 音声 出 を 左 に スラ イド させ る と 取り 外せ ます 。 
力 が ショ ー ト し て 、 故障 の 原因 と な り ま す の で 、 必 ず 
ステ レオ ミニ プラ グ を 接続 し て 下さ い 。 ⑯L ビ ロ 表 示 部 各種 比 能 の 動作 を 表示 し ます 。 
E. 外 部 スピ ー カ ー 敵 子 を 使用 し て いる 時 は 、 上 部 の 
端子 (イヤ ホン プラ グ 援 続 端子 ) は 使用 で きま せん 。 キーボー ド この キー ボー ド に より 、 各種 動作 を 行い ます 。 
マイ クロ ホン コン デン サー マイ クロ ホン が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
⑯ ス ピー カー 菊 型 スピ ー カ ー が 内 蔵 され て いま す 。 
@ 外 部 スピ ー カ ー 敵 子 UHF/ ソ HF 独 立 分 離 用 の 外部 スピ ー カ ー 端 子 で す 。 


詳細 に つい て は 、『5-g3 外部 スピ ー カ 端子 に つい て 』 を 
御覧 下さ い 。 


DC IN 13.BV の 外部 電源 接続 端子 で す 。 5-Pp リセ ッ ト 操 作 NG キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、 本 機 は リセ ッ 


当社 オプ ショ ン シ ガ ラ イ ター ケー ブル (EDC-13 又 は リセ ッ ト 後 表示 ト さ れ ま す 。 
EDO-86) を 必ず 使用 し て 下さ い 。 還 リセ ッ ト を 行う と 、 下 記 の 様 に な り ま す 。 
シ ガ ラ イ ター ケー ブル は 、 使 用 する 電源 の ノイ ズ の 大 小 リル ロロ コロ 
に よっ て 選択 し て 下さ い 。 ag 3389 MM 上 
| YFO 周波 数 145.0HMHZ 433.0MHz 
@H/L ス イッ チ 送信 販 力 の 切換 え ス イッ チ で す 。 - メモ リー チャ ン ネ ル 1 ] 
左 に する と ハイ バ ワ ー に な り 、 右 に する と ロー パワ ー に チャ ソネ ルス テッ プ ]HKHz 10KHz 
な り ま す 。 
シフ ト 方 向 な し な し 
オフ セッ ト 周 波数 D.BMHz 5MHZz 
3-3 LCD 表 示 部 トー ン 設 定 な し な し 
トー ン 周 波数 BBH.5Hz BB.5HZ 
DSBG) 設定 な し な し 
CALL 周 波数 | 145.0DMHz 438.00MHz 
| り ロ ロロ 崩 間 ロ ロロ ロ 癌 g5 メモ リー40OH 空き 空き 
mLmJA rm | 財 
⑲ ⑲⑩⑱ ⑯⑲ ⑫⑲ ⑯ 
① フ ァ ン クシ ョ ン 表 示 点灯 時 、 キ ー ボ ー ド の 緑 文字 の ファ ンク ショ ン 機 能 を 動 
作 さ せる こと が で きま す 。 
@ シ フト 方 向 表 示 メイ ン バ ン ド 側 送信 シフ ト 方 向 を 設定 時 、「 十 」 か 「ー」 
を 表示 し ます 。 
⑧ ダ イア ラー 表示 ダイ アラ ー メ モリ ー が セッ ト さ れ て いる こと を 表わし ま 
す 。 
③PTT.L 表 示 PTT キ ー ロ ッ ク グ 状 態 を 表わし ます 。 


ベル 表示 ベル 機能 設定 中 に 貞 灯 し ます 。 


5-m0 オー ト パ ワ ー オ フ 
機能 


設定 方 法 
オー トバ ワー オフ 設定 


PD 


オー トバ パ ワー オン 設定 醍 除 


皿 ア 
な 誠 間 「 は 


オー トバ パワ ー オ フ 動 作 


電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ に よる 電池 の 消耗 を 防ぐ 機能 で 
す 。 


⑩ PUNG キー を 抑 し て 「[F | を 点灯 させ て ビー コキ ー 
を 押し ます 。 
"9 an * と 約 6 和男 表示 され 、 オ ー ト パワ ー オ 
ン 機 能 が 設定 され ます 。 


@ 同 操作 で 、* HG と F "と 約 8 秒 表 示さ れ 、 オ 
ー ト パワ ー オ ン フ 機 能 が 解除 され ます 。 


⑧ 各 表示 は 、 メ イン バン ド 側 の 〇 "" また は 。 〇 キー 
で 周波 数 表示 に 戻せ ます 。 


無 操作 、 無 信号 が 約 30 分 続く と ビー プ 音 が 鳴り 、 周 波数 


四 」 
*ー 衣 。。 密 


5-g] スケ ル チ オ フ 機 能 
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表示 が 滑 え て オー ト パ ワ ー オ フン 状 態 に な り ま す 。 
部 度 電源 を 入れ る と オー トバ ワー 
オプ フ 状態 は 和 除 され ます 。 


“( 〇 キー を 押し て いる だ け 、 己 QL ツ マミ の 位置 に 関 
係 な く ス ケル チ 動 作 が 解除 され 、 ス ピー カー より 音 が 開 
こえ ます 。 


@KL 表 示 
②UHF メ イン バン ド 表 示 
DB 表示 


トー ン エ ンコ ー ダ 
トー ンス ケル チ 表 示 


⑩VHF メ イン バン ド 表 示 
⑪ メ モリ ーN0. 表 示 


⑯ 周 波数 表示 


⑱/ ロ 表示 


⑭ 周 波数 デシ マル ポイ ント 
表示 


⑮ ト ー ン 周波 数 デシ マル 
ポイ ント 表示 


⑯/ ロ メーター 表示 


キー ロッ ク 状 態 を 表わし ます 。 


UHF が メイ ン バ ン ド の 時 に 点 灯 し ます 。 


特定 グル ー プ 内 で の ペー ジャ 状態 を 表示 し ます 。 


トー ン エ ンコ ー ダ / ト ー ン スケ ル チ の 設定 状態 を 表示 し ま 
す 。 


VHF が メイ ン バ ン ド の 時 に 点灯 し ます 。 
メモ リー モー ド 時 に 、 メ モリ ーNO. を 表示 し ます 。 
送受 信 周波 数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 敷 、 チ ャ 


ン ネ ルス テッ プ 、 ロ SB コー ド 、 ダ イア ラー メモ リー を 
示し ます 。 


愛 信 中 / 送 信 中 に 点灯 し ます 。 


送受 信 周波 数 、 オ ブフ セット 周波 数 を 表示 し て いる 時 の MHZ 
デシ マル ポイ ント で す 。 


トー ン 周 波数 を 表示 し て いる 時 の HZ デ シマ ルポ イン ト で 
す 。 
受信 時 は 、 信 号 の 強 さ を 示す おら メ ー タ ー と し て .、 送 信 時 は 、 
信 出 の 強 さ を 示す 昌 ビ メー ター と し て 働き ます 。 


昼 
国 


9-4 キー 操作 一 臣 


ファ ンク ショ ン 表 示 [] 点灯 時 


相 ( キ ーー ファ ンク ショ ン 表 示 四 | 滑 時 (ファ ンク ショ ン キ ー を 押し な か ら の 時 
VHF メイ ン バ ン ド を VHF に する sm 
UHF メイ ン バ ン ド を UHF に する っ ーー 
0 メモ リー 膨 反 数 の 呼び 出し と メモ リーNO、 | メモ リーNO. DDWN 動 作 (X モ リー スキ 
1 UP 動作 (メモ リー スキ ャ ン ) ャ ン ) 

MHz 念 1MHZ UPF 動 生 (IMHz ス キャ ン ) IMHz DOWN 動 作 (IMHz ス キャ ン ) 
10DK 錠 100KHZ UF 動 作 (0OKHZ ス キャ ン ) 10HkHHz DOWN 動 作 (100kHz ス キャ ヤン ) 
BQL BB | スケ ル チ オ フ 動 作 バッ テリ ー セ ー フ 動作 ON/DFF 
PRI_PS プラ イオ リティ 動作 プロ グラ ム ス キ ャ ン 動 作 
AHM MONO | AHMX モ リー の 呼び し モノ バン ド 動 ON/OFF 
LAMP ラン プ 5 贅 MONOFF ラン 仙台 ONZOFF 
1 +ー 数 字 | の 入力 ー シフ ト 方 向 +/- 歌 定 
5 OFFBET | 納 縮 の 入 カ オフ セッ ト 周 波数 の 設定 
3 REV 数 字 3 の 入力 リバ ー ス 動作 
A 4 チャ ン ネ ルス テッ プ U 重 作 ー の 
DIAL M | (ステ ッ プス キャ ン ) と 文字 A の 入力 NSRZ20E 2 
4 MW 救 字 4 の 入力 、 | メモ リー 周波 聞書 交 込み 動作 

了 メモ リー スキ ャ ン 時 の スキ ッ プ 動作 の 
5 M.SKIB 迷 字 5 の 入力 ON/DFF 
B STEP 教 字 6 の 入力 チャ ン ネ ルス テッ プ 周 導 数 の 訓 
日 Y チャ ン ネ ルス テッ プ DOWN 動 作 ーー ロッ 3 軸 設 
K.LF.L (ステ ッ プ スキ ャ ン ) と 文字 B の 入力 | エー ロッ ク / 周 数 ロッ ク 動作 の 
7 BEEP BELL | 朗 補 7 の 入力 ベル 機 と ビー プ 詩 の DN7OFF 

oe ビジ ー ス キャ ン / タ イマ ー ス キャ ン / 空 スキ 
B TMS VC | 数 *0 の 入力 の ] 
8 APO 」 数 字 9 の 入力 オー ト パ ワ ー オ フ 設 定 の ON/ ロ FF 
に バン ド 全 換え /A 昌 X 動 作 と 文字 の 入力 | 送信 共 止 モー ド の ON/DFF 
※_D.SQL DSQ( 只 湖 タイ プ ) の モー ド 設 定 と 記号 % の づ ) ー ド に 論 宮 
も SQ 中 人 タイ プ ) の コー ド 設 定 
9 回 回 数 字 0 の 入力 DBQ の モー ド 設 守 
# 1.8QL トー ン エ ンコ ー ダ / ト ー ン スケ ル チ 動 作 の 設 | 、_ 、、 設定 
ToNE F 定 ど 記 号 * の 入力 に ニン 68 
D LCALL ALLL 周 波数 の 呼び 出し 1 給 導 3 E 
OALL.W (DALL テ デュ アル ワッ チ ) 文 字 D の 入力 | ご し し 靖 誠 数 の 和み 動作 則 
PTT ス イッ チ | 送信 動作 オー ト ダ イア ラー 動作 
ダイ ヤル jp や メモ リーND. の UP/DDWN 生 | 周 流 数 IMHZ の UP/DDWN 動 作 
電源 ツマ ミ 旬 源 の DN/DFF リセ ッ ト 動作 
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5-17 PT エキ ー の 
ロッ ク 機 能 


PT 


g 上 
作 Et 馬 と だ 


5-19 ラン プ 機 能 
5 秒 点 灯 


常時 点灯 


5-19 オー トバ ッ テ リ ー 


セー ブ 機 能 


設定 方 法 
オー トバ ッ テ リ ー セ ー プ 設定 


レン ー 
an 


オー トバ ッ テ リ ー セ ー プ 且 了 
中 上 
Pk 計 ば 


INS キー を 押し て 「[ F ]」 を 点 灯 させ て 、 ヒ コ キー 


を 押し ます 。 


な く な り ま す 。 
操作 で 、 ロ ッ ク を 解除 で きま す 。 


避 で 


pr 


「 [PTT.[ | 」 が 点灯 し 、 ご 呈 ス イッ チ を 押し て も 送信 


""( 〇 キー を 押す と 、 ラ ンプ が 束 灯 し ます 。 


無 操作 が 5 秒間 続く と 消灯 し ます 。 
点灯 中 、““ 〇 キー を 押す と 消灯 で きき 


FUNC 
[sm ] 


押す と 、 ラ ン ブ が 常時 点灯 し ます 。 
点 灯 中 、““ 〇 キー を 押す と 消灯 で きき 


す 。 


キー を 江 し て 「| F |」 を 京 灯 させ て “ 〇 キー を 


せ 


す 。 


不要 な 電池 の 消耗 を 防ぐ た め の 機 能 で す 。 


無 探 作 、 無 信号 が 3 秒間 続 く と 下記 の 動 
受信 待ち 受け 時 間 約 4HHmg 
バッ テリ ー セ ー ブ 時 間 約 BUOms 


作 を し ます 。 


⑪ NMS キー を 押し て 「[ F | 」 を 点灯 させ て 合 〇 キー 


を 押し ます 。 


* 生生 コ a " と 約 8 秒 則 家 示 され 、 オ ー ト バッ テリ ー 


セー プ 機 能 が 動作 し ます 。 


@ 同 操作 で " ち ロ F チ *・ こ 約 P 秒 則 表 示さ れ 、 オー ト 


バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 は 解除 ぐれ ます 。 


@ 各 表示 は 、X メ イン バン ド 側 の 〇 ①" 
で 周波 数 表示 に 戻せ ます 。 
ご 5 スイ ッ チ で も 戻せ ます 。 


また は 。。( 〇 キー 
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5-J5 モノ パン ド 


切換 え 機能 
VHF モ ノバ ンド 機 
要 デ 上 
上 晴 放 ーーーー 
UHF モノ バン ド 機 _ 


し 
ーーー 引 誠 員 


5-I6 周波 数 ロッ ク 機 能 


キー ロッ ク 


①⑪ 〇 "” また は 。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


@ PS キー を 押し て 「| | 」 を 点灯 させ て 、 3 つ キ 
一 を 押し ます 。 
サフ バン ド 便 の 周波 数 表示 が 消え て VHIF (UHF) モ 
ノバ ンド 機 に な り ま す 。 こ の 時 は サブ バン ド 側 の 受信 
は し ませ ん 。 


③ 同 操作 で ツイ ン バ パン ド 機 に 戻り ます 。 


①⑰ 5 キー を 押し て 「 | 下 」」 を 点灯 させ て ヒコ キー 
を 押す 毎 に 左記 の 様 に 設定 が 切換 わり ます 。 


⑧「[KL_] 」 束 尋 時 、 キ ー ロ ッ ク 状 能 に な り ます 。 
ダイ ヤル | と ご や スイ ッ チ 、% 〇 、““Y 〇 キー は 受 


| 1 
p テ kl 
kpEHFE 
1 
| 
中 
が an 
要 ア 
E ココ 


ロッ ク 


解除 


け 付 け 可能 で す 。 


③ “7 上 > 表示 時 、 周 波数 ロッ ク 状態 に な り ま す 。 


“た 表示 は 約 2 秒間 表示 し で 周波 数 表示 に 戻り ます 
スイッチ と 〇 、""O キー は 受け 付け 可能 
で す 。 


イ 通用 方 法 (基本 編 ) 


4-] VHF/UHF バ ンド 切換 え の 仕 方 

メイ ン バ ン ド は VHF 本 機 は VHF と UHF を 同時 送受 信 で きま す 。 
周波 数 以外 の 表示 は 、 メ イン パン ド の 名 種 設定 状態 を 表 
わし 、 キ ー 操 作 は 、 メ イン バン ド を 変化 させ ます 。 


要 ア 
pi 全 た だ 


メイ シン バン ド は UHF 


「 琶 選 」 ま た は 「 ( 天 」 が 点灯 し て いる 側が メイ ン バ 

相 ア ンド に な り ま す 。 
5 33 員 出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は VHF が メイ ン バ ン ド で 、「 下 」 
8 が 点 灯 し て いま す 。 


操作 方 法 ① 。. 〇 キー を 押す と 「 0 」 が 点灯 し ます 。 
UHF が メイ ン ボ ンド に な り 、 ツ HF が サザ ブ バ ンド に な 
り ま す 。 
@ 〇 "“ キー を 押す と 「 中 」 が 点灯 し ます 。 
VHF が メイ ン バ ン ド に な り 、UHF が サブ バン ド に な 
り ま す 。 
ABX キ ー に よる 方 法 エコ キー を 押す と 、 メ イン バン ド と サブ バン ド が 切換 
わり ます 。 
て ーー コ キー を 0.5 秒 以上 押し つづ ける と AB 動作 が 始ま 
り ま す 。 


ム 日 X 動 体 に つい て は 『5-13 ABX 機 能 』 を 御覧 下さ い 。 


4-P 動作 モー ド に つい て 
VFD モ ー ド 


メモ リー モー ド 


ALL モ ー ド 


周波 数 や 各種 機能 が 設定 で き 、 バ ンド スキ ャ ン 、 プ ログ 
ラム スキ ャ ン 、VFO プ ライ オリ ティ が で きま す 。 

メモ リー モー ド ま た は 〇 AL し モー ド か ら は 、 メ イン パン ド 
側 の 〇 " また は 。。( 〇 キー を 押す と VF ワ モ ー ド に な り 


VHF/UHF で それ ぞ れ メモ リー チャ ン ネ ル を ロー19 の 0 
チャ ン ネ ル 持 っ て いま す 。 

それ を 呼び 出し 、 運 用 する モー ド で す 。 
メ 

V 

を 


モリ ー ス キャ ン 、 メ モリ ー プ ライ オリ ティ が で きま す 。 
FO 〇 モード また は 〇 ALL モー ド か ら は 卒 〇 キー 
す と メモ リー モー ド に な り ま す 。 


HF/UHF で 各 1 つ の CALL チ ャ ン ネ ル を 持っ て いま 


人 ALL デュアル ワッ チ が で きま す 。 
モリ ー モ ー ド また は V ビ ロワ モード か ら は 
還 す と DALL モ ー ド に な り ま す 。 


p 四 


エー キー 


V 
す 
それ を 呼び 出し 、 運 用 する モー ド で す 。 
ロ 
メ 
を 


5-14 ベル 機能 と ビー プ 音 DN/OFF 機 能 


(1 設定 方 法 
ーーーーー+ ベル 松 能 設定 


枯 ど いい 間 
5 た は 933 


1 ビーフ 彰 OFF 設 


たこ 
Fn 
nm 
で 


aff 


|E- oNwe 


gg に 
EE の an 


ー」 
人 ベ ル 機 能 の 運用 


信号 受信 時 


本 NO 
5 記 -93 
mam 


トー ンス ケル チ と の 併用 
Sor 


要 Pi 25 
3309 


VHF、UHF 同 時 に 
ペル 機能 設定 する 


① PPNS キー を 押し て 「| F | 」 を 点灯 させ て ビー コ キー 


BEEp BELL 


を 押す 毎 に 、 左 記 の 様 に 設定 が 切換 わり ます 。 


@ 名 表示 は 約 p 秒 後に 周波 数 表示 に 戻り ます 。 


⑧ メ イン バン ド 側 の 〇 " また は 。 〇 キー を 押す と 、 
設定 モー ド は 解除 され 周波 数 表示 に 戻り ます 。 


@ スイ ッ チ で も 解除 で きま す 。 


信号 を 受信 し た こと を 知ら せ て くれ る 機能 で す 。 

トー ンス ケル チ や コー ドス ケル チ と 俳 用 する と 便利 で す 。 

① 〇 び "” また は 。 〇 つ キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


@⑥ BNS キー を 押し て 「[F |」 を 点灯 させ て コキ ー 


BEEP eg 


を 押し 、 ベ ル 表 示 「 。W 」 を 点灯 させ ます 。 


信号 を 受信 する と ビー プ ブ 音 が 鳴り 、「 。W 」 が 点滅 し 
ます 。 


② ト ー ン スケ ル チ を 設定 し て いる と 、 ト ー ン 一 致 の 時 に 
ビー プ 音 が 鳴り 、「 。W 」 が 貞 減 し ます 。 


コー ドス ケル チ を 設定 し て いる と 、 コ ー ド スケ ル チ コ 
ー ド ー 致 の 時 に ビー プ 音 が 喝 り 「 。W 」 が 点滅 し ま 
す 。 

メイ ン バ ン ド に ベル 機能 を 設定 後 、 サ ブ バ ンド 側 の ( 〇 " 
また は 。( 〇 キー を 押し て メイ ン バ ン ド を 入 換 え 、 ベ 

ル 機 能 を 設定 で きま す 。 
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5-13 ABX (オー ト 信号 を 受信 し た バン ド を メイ ン バ ン ド に する 機能 で す 。 4-d 周波 数 の 設定 の 仕方 出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ は IOkHz に 
バン ド エ ク ス 先 に 受信 し た 方 が 優先 され ます 。 設定 され て いま す 。 


チェ ンジ ) 機能 


〇 " また は w 〇 キー に より 、 メ イン バン ド を 決め ま 


思 す 。 
生生 5 に の 02 の 1 (ダイ ヤル | に よる 方 法 ① 右 に 回 す て デ ャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP し ます 。 
中 前 に な り ま す 。) 5 @ を に 回 す と チャ ン ネ ルス テッ プ 分 DOWN し ます 。 
5 9733 ⑧ US キー を 押し て "| | , を 点灯 させ て 「 ダイ ヤル 
ュー0.5 秒 以上 押す サブ バン ド 側 の 「 存 ア 」 ま た は 「 中 」 が 点滅 し を 回 す と 、IMHz ス テッ プ で UP/DODWN し ます 。 
RTTIE て 、ABX 動 作 が 始ま り ます 。 - 
5 3 朋 (@QUP/DOWN キ ー に よる 方 法 連 
中 34 1 ゴコロ 12BX ③ サ ブ バ ンド 側 で 信号 を 受信 する と 、 メ イン / サ ブ が 芝 換 チャ ン ネ ルス テッ プ ① [ゴキ ー で チャ ン ネ ルス テッ プ 分 UP し ます 。 
わり ます 。 ⑧ ヒコ キー で チャ ン ネ ルス テッ プ 分 DDWN し ます 。 
gg 93388 @ メ イン バン ド 便 で 信号 を 受信 し て いる 間 は 、 サ ブ バ ン 100kHz ス テッ プ ① \ 〇 キー で 1OOkHIz UP し ます 。 
ー ===smmm| UHF 入閣 。 ド 側 で 受信 し て も メイ ン / サ ブ は 切換 わり ませ ん 。 @ 選 MS キー を 押し て 「[F ]」 を 点灯 させ て 座 〇 キー 
を 押す と 、100kHZ DOWN し ます 。 
聞 メイ ン バ パン ド 側 で 信号 が な く な っ て 3 秒間 は 、 サ ブ バ 
5 直 3 ンド 側 で 受信 し て も メイ ン / サ ブ は 切換 わり ませ ん 。 JMHz ス テッ プ ① $ 〇 キー で IMHz UP し ます 。 
mm |VHF 入 疲 @ 由 NG キー を 押し て 「[F | 」 を 点 灯 させ て 〇 キー 
@⑥ ども スイッチ を 押す と 、 メ イン バン ド 全 で 送信 で き を 押す と 、IMHz DOWN し ます 。 
5 ます 。 PT、 スイ ッ チ を 離す と 、 AX 動作 が 再開 し ま 
9 yapurr は 


3 UP/DOWN キ ー を 押し つづ ける と リ ビ ー ト に な り ま す 。 
人 に ビ あ に が 規 の 8y 二 RR 衣 且 6 あ 2 リピート 開始 後に キー を 次 す と ス キャ ン が 和 始ま り ます 。 
スキ ャ ン に つい て は 「4-8 スキ ャ ン の 運用 方 法 。 を 件 距 
下さ い 。 


人 キ ー ボ ー ド に よる 方 法 


1MHZ 入 力 


296 3 


100kHZ 入 力 


EEE 有 JI 


10kHz 入 力 


HU 全 だ た 


入力 途中 に 入力 を 
キャ ン セ ル す る 


4-4 受信 の 仕方 


一 電源 ON と 
UHF 音 品 調整 


LVHF 
SQL 調 


ーー VHF 音 量 調整 


数 字 キ ー ヒ ー コ ー ヒ ーー を 用 いて 周波 数 を 設定 し ます 。 
〈YHF) 144.000-145.895MHz 
〈UHF) 480.00U-439.8H5MHz 


上 記 周 波数 範 陸 と な る 様 に 設定 し て 下さ い 。 


S) 


MHz 台 を 入力 し ます 。 


@⑧100kHz 台 を 入力 し ます 。 


10kHz 台 を 入力 し ます 。 


「 下 ア 」 ま た は 「 本 アア 」 が 点滅 し ます 。 


「 琶 アア 」 また は 「 万 ア 」 が 点灯 し 、 設定 が 完了 し ま 


す 。 


入力 途中 で メイ ン バ ン ド 側 の 〇 "“ また は ( 〇 キー を 
押す と 、 入力 は キャ ン セ ル さ れ 、 元 の 周波 数 に 戻り ます 。 
スイ ッ チ で も キャ ン セ ル で きま す 。 


VOL | ツマ ミ を 右 に 回 し て 電源 を 入れ ます 。 


VOL 」 ツ 
音量 が 大 きく な り ま す 。 


ミ を 右 に 回 し て いく と VHF の 


UHF の |_VDOL | ツマ ミ を 右 
音量 が 大 きく な り ま す 。 


VHF/UHF を 適当 な 音量 に セッ 


スケ ル チ の 調整 


に 回 し て いく と UHF の 


し ます 。 


VHF の | SQL | ツマ ミ 、UHF の | SQL | ツマ ミ そ 
れ ぞ れ を ゆっ くり と 右 に 回 し て いき 、“ ザ ー"” と いう 雑 
斉 が 消え る 位置 に ラッ ト し ます 。 


周波 数 友 設 定 し ます 。 


『4-3 周波 数 の 設定 の 仕方 』 を 御覧 下さ い 。 
セッ ト し た 大波 数 で 信号 を 受信 する と 「|/ ロ | 」 が 


点灯 し 、 ス ピー カー より 相手 | 
す 。 


局 の 音声 が 聞こ えて きき 


5-1P ARHM (オー ト 


レビ ー タ メモ 
機能 


(1)AHM メ モリ ー へ の 


レビ ー タ 周波 数 帯 (43MHz 帯 ) で 送信 後 0.5 秒 以上 の 信 
号 を 受信 し た 時 に 、 そ の 周波 数 を 自動 的 に メモ リー する 
機能 で す 。 

5 チャ ヤン ネル 分 メモ リー で きま す 。 

出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は 、439 .0DMHz が メモ リー され て 
いま す 。 


リー) 


① 〇 キー を 押し て UHF を メイ ン バ ン ド に し ます 。 


書込み 方 法 


人 器 ARM メ モリ ー の 
呼び 出し 方 法 


要 ア 品 る 
CH 認 た だ た 


に o 


@439MHz 問 で し ピー タ 周 波数 を 選び ます 。 


⑬ 他 局 が レピータ を 使用 し て いな いこ と を 確認 し て か ら 、 
守 ) スイ ッ チ を 押し ます 。 


@② と スイ ッ チ を 離し ます 。 
昌 0.5 秒 以上 信号 を 受信 する と 、 そ の 周波 数 が AHM メ モ 
リー へ 自動 的 に 姓 込ま れ ます 。 


0.5 秒 受信 


① * 〇 キー を 0.5 秒 以内 で 押す 毎 に . メ モリ ー さ れ た レ 
ピー タ 周 波数 を 順に 呼び 出す こと が で きま す 。 


@ “ 〇 キー を 0.5 秒 以上 押し て いる 間 、AHM メ モリ ー 
5 チャ ヤン ネル を 空 ス キャ ン し ます 。 
キー を 離 す と スキ ャ ン は 解除 され ます 。 


「 で 


gg ァ " 
回 計り 紅 た EE は け 拓 | 


⑨ 。。 〇 キー を 押す と ARHM メ モリ ー 呼 び 出し 前 の 央 波数 
] に 戻り 、 そ の 他 の キー で は AHM メ モリ ー の 表示 周波 数 
の まま と な り ま す 。 


吉 し 2 
5 相当 誠 


*O 
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人 オ ー ト ダイ アラ ー 送 信 の 仕方 


「 訪 」 京 条 時 、 TTF。 スイ ッ チ で 送信 中 に 、 呈 MS キ 
ー を 押し ます 。 
メモ リー され て いる コー ド が 送信 され ます 。 


4-5 送信 の 仕方 
(] 謗 信 の 手順 


人 避 送信 出力 の 切換 え 方 


4-6 CALL チ ャ ン ネ ル の 
運用 方 法 


(GALL チ ャ ン ネ ル の 
呼び 出し 方 
VHF の DALL チ ャ ン ネ ル 


夏 ア 『 了 
5 記 3 中 


送信 は 、 メ イン バン ド で の み 可 能 で す 。 

① 〇 "また は 〇 キー に より 、 送信 し た い パン ド を 
メイ ン バ ン ド に し ます 。 

@⑥ 周 波数 の 設定 を し ます 。 
『4-8 周波 数 の 設定 の 仕方 」 を 御覧 下さ い 。 

⑧ スイッチ を 押し て 送信 状態 に し ます 。 

④ ど T。 スイ ッ チ を 押し な が ら 本 体 前 面部 に 向っ て 普通 
の 大 き さ の 声 で 話し て 下さ い 。 

@⑥ で F) ス イッ チ を 離す と 送信 終了 と な り 、 受 信 状 態 に 
戻り ます 。 


本 体 裏 面 の [ 日 /| | スイ ッ チ を 
左 に セッ ト す る と HIGH パ ワー 出力 に な り ま す 。 


右 に セッ ト す る と LODW パ ワー 出力 に な り ま す 。 


VHF て 送信 する 場合 、 UHF の 周波 数 か が VHF の 周波 数 
の 3 倍 に な ら な い 様 に し て 下さ い 。 UHF の 受信 に 妨害 を 
与え る ご と に な り ま す 。 


出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、CALL チ ャ ン ネ ル に は 下記 周波 
数 が 設定 され て いま す 。 

(VHF? 145.00DMHz 
(UHF) 433.000MHz 


〇 ① 〇 "また は 。。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 
@ 四 キー を 押し ます 。 
OALL チ ャ ン ネ ル が 呼び 出さ れ 、「 「 」 が 点灯 し 
ます 。 6 
⑧ 再 度 ご コ キー を 押す と 、 元 の V ビ ロリ ま た は メモ リー モ 
ー ド に 戻り ます 。 
注意 
ビビ キー を 0.5 秒 以上 押し つづ ける と 〇 ALL デ ュ ア カ 
ワッ テ チ が 始ま り ま す 。 ご 〇 ALL デュアル ワッ チ に つい て は 
『5-3 プラ イオ リティ / デ ュ ア ル ワ ッ チ 機 能 人 0」 を 御覧 下 
さい 。 


伯 VFO 周 波数 の 
CALL チ ャ ン ネ ル へ の 


書込み 方 
VFO モ ー ド 


CALL モ ー ド 


要 
pgH7 全 た に 


トコ 


OH 3 基 褒 


BGALL チ ャ ン ネ ル の 


周波 数 の 書換 え 方 
CALL モ ー ド 


| 5 FUNC 」 
DALL モ ー ド 


基 ア 
MM 訂 93309 


+ 3 


7 拓 7 す pp 


① 〇 び "” また は 。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 


@VF 周 波数 の 設定 を 行ない ます 。 

⑨ ANS キー を 押し て 「[F |」 を 点灯 させ て 潮 キー 
を 押し ます 。 遇 
「 「 」 が 点灯 し 、 書 込み 完了 で す 。 
CALL モ ー ド に な っ て いま す 。 


OO" 
⑤⑯ ビ コ キー を 押し て ALL チ ャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 
周波 数 の 設定 を 行ない ます 。 
設定 開始 で 、VFD 周 波数 が ALL 周波 数 に 書換 わり 、 
VFD モ ー ド に な り ま す 。 
@ 品 MG キー を 押し て 「[F | 」 を 点灯 させ て 当 キー 
を 押し ます 。 
「  」 が 点灯 し 、 書 込み 完了 で す 。 
CALL モ ー ド に な っ て いま す 。 


また は < 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 


5-]] オー ト 本 角 は 、VHF/UHF 共 通 で 、 オ ー ト ダイ アラ ー メ モリ 
ダイ アラ ー 機 能 ーー を 1 チャ ン ネ ル も っ て いま す 。 
(①) ダ イア ラー メモ リー の ① JUNG キー を 提 し て 「[ 下 | 」 を 点灯 させ て ヒコ キー 
入力 の 仕方 を 押し ます 。 


ダイ アラ ー 家 示 「 < 琉 」 が 点滅 し ます 。 


@4 桁 ずつ 4 面 あり 、 最大 16 桁 を メモ リー で きま す 。 

コー ド と し て は 、 以 下 の 16 種 類 を 使用 で きま す 。 
9 |-[91、 [AI-[ ロ ]、[x]、[#! 
※ | 入力 時 表示 「 兄 」、[| # | 入力 時 表示 「 刀 」 


⑧17 桁 目 に 入力 する と 自動 的 に 入力 完了 され 司 波数 表示 


に 戻り ます 。 
・ーー 生 5 条 目 入力 
面目 へ 移る 
コー ド の 入力 クリ ア 5 キー を 押し な が ら ヒコ キー を 押し て ダイ アラ ー 


メモ リー 設定 モー ド に し ます 。 SS キー は 押し た まま 


メモ リー は クリ アー され 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 
「 編 」 は 消灯 し ます 。 


コー ド の 入力 完了 ① メ イン バン ド 側 の 〇 "”" また は ( 〇 キー を 担 し ます 。 
ーー ダイ アラ ー 表 示 訂 入力 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 
吉 一 1 哲 以上 入力 され て いる と 「 2 」 が 点灯 し ます 。 
人 何 も 入力 され て いな いと 「 室 」 は 消灯 し ます 。 
うり 


@ で スイ ッ チ で も 入力 完了 で きま す 。 
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5 ワイ ルド カー ド 機 能 


運用 例 


要 ョ 
チー 半生 クタ ルーブ コー ド 
トー 入力 


Lo ィ 7 ル k カ ー ド 


ロ 
r コー So 
em 
FUNC 当 
上 人 +t 


sa smr 


忠 ア 5 
[・ 語 呈 クル レーブ コー ド 


陣 更 思 mPm 確 認 


ワイ ルド カー ド と は 、 コ ー ド 3 桁 の 内 、 ワ イル ドカ ー ド | せ 
(“" 好 ” 表 示 ) 入力 位置 に つい て は 、 コ ー ド 判定 を 無 条 件 
で 一 致し て いる と する 機能 で す 。 
3 桁 全 て に も 設定 可能 で す 。 

ー ジ ャ ー の グル ー プ 呼び 出し に お いて は 、 グ ルー プ コ 
ド に 適用 され ます 。 コ ー ド スケ ル チ で は 、 コ ー ド スケ 
ル チ コ ー ド と な る コー ド に 適用 され ます 。 


① グ ルー プ コ ー ド を “1]#5" と 入力 し ます 。 
コー ドス ケル チ 状 態 に し ます 。 


受信 し た DTMF 信 号 が 105 一 195、1A5 一 1D5、1※5、 
]#5 の いずれ で あっ て も 交信 可能 と な り ま す 。 


⑳ グ ルー プ コ ー ド を 確認 する こと 、 ワ イル ドカ ー ド 位置 が 
うま っ て いる の が わか り ま す 。( 例 : 185) 


@ 以 後 、 相 手 局 と の 交信 が で きま す 。 


この 機能 は 、「5-9 DS 口 機能  』 で 説明 し た ペー ジャ ー 
に お いて も 運用 で きま す 。 


4-7 メモ リー チャ ン ネ ル 


の 運用 方 法 


(1) メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の 
呼び 出し 方 


VHF の メモ リー モー ド 


n 
Tr』 さ コ 
誠に EE 


人 VFO 周 波数 の メモ リー 
チャ ン ネ ル へ の 書込み 方 


メモ リー モー ド 


すす 
由 間 ド EEE 


VFO モ ー ド 


メモ リー モー ド 


因 330 


| FUNG 」1 


中 3 
HH た た けけ 


メモ リー チャ ン ネ ル は 、 ソ HF/UHF ビ それぞれ に 0 一 19 の 
呈 チ ャ ン ネ ル 、 合 計 4 チャ ン ネ ル あ り ま す 。 

「M。 点滅 は 、 その メモ リー チャ ン ネ ル に 、 何 も 書 込 まれ 
て いな いこ と を 示し ます 。 

「M」 点 源 持 に は 、VF ロ 周波 数 が 表示 され ます 。 

「M」 点灯 時 に は 、 メモ リー され て いる 周波 数 が 表示 され 
ます 。 

出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 全 メモ リー は 、 何 も 書 込 ま れ て 
いな い 状 態 に な っ て いま す 。 


① 〇 "” また は w 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 

⑧ 〇 キー 9 
「M」 が 、 点滅 (点灯 ) し 、 メモ リーNO. が 表示 され ま 
す 。 

@ ゆず 〇 キー で 、 メ モリ ーNO. が UP し ます 。 

の PS キー を 押し て 「[F | 」 を 点灯 させ て 上 ゆき 〇 キー 
を 押す と 、 メ モリ ーNO. は DOWN し ます 。 

⑥[ ダイ ヤル | を 右 に 回 す と メモ リーND . が UP、 左 に 
す と DOWN し ます 。 


ロ 


① 〇 "”" また は 。。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 


ー 
9o 


@ ゆず 〇 キー に より メモ リーN. を 選び ます 。 


⑨ 〇 ①"" また は w 〇 キー に より 、VFD モ ー ド に 戻し き 
す 。 


⑨VFO 周 波数 の 設定 を 行ない ます 。 


@⑤ PS キー を 押し て 「| F |] 」 を 点灯 させ て コキ ー 
を 押し ます 。 昌 
メモ リ ド に な り 、 書 込み 完了 で す 。 
rM」 が 起 し ます 。 


人 メモ リー チャ ン ネ ル の 
周波 数 の 書 抱え 方 


メモ リー モー ド 


要素 3 
夫 33 


VFD モ ー ド | * 〇 


認 
た た JH 


Mw 


(⑳ メ モリ ー 周 波数 の 
削除 の 仕方 


メモ リー モー ド 


Me 433 


Tr ゴコロ リオ 
HB pp た II 


L レ し ーー 明 
VF 周 波数 
人 メモ リー 内 容 に つい て 


① 〇 "” また は 。。C 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


@ 員 〈 〇 つ キー に より メモ リー モー ド に し 、 メ モリ ーNNO. 
を 選び ます 。 


@ 周 波数 の 設定 を 行ない ます 。 
設定 開始 で VFO 周 波数 が 、 指 定 の メモ リー 周波 数 に 書 
換わり 、V ソ ヒビ O モ ー ド に な り ま す 。 


の @ 中 H5 キー を 押し て 「 [| 」 を 点灯 させ て コキ ー 
を 押し ます 。 
メモ リー モー ド に な り 、 香 込み 完了 で す 。 


① 〇 "”" また は w( 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


人 @ 補 〇 キー に より メモ リー モー ド に し 、 メ モリ ーNO. 
を 選び ます 。 
「M」 が 点灯 し て いる の を 確認 し ます 。 


@ RS キー を 押し て 「[F ]」 を 点灯 さ せ て コキ ー 
を 押し ます 。 
"IM」 が 点滅 し 、VF ロ 周波 数 が 表示 され ます 。 メモ リ 

Eー ド の まま で す 。 


メモ リー40 チ ャ ン ネ ル 及 び CALL チ ャ ン ネ ル に は 、 下 記 
の 内 容 を メモ リー する こと が で きま す 。 

① 周 波数 

@ シ フト 方 向 一 、 十 

トー ン エ ンコ ー ダ ント ー ン スケ ル チ 設 定 

R SBQL 

② ト ー ン 周波 数 
オフ セッ ト 周 波数 


交信 の 仕方 


相手 局 コ ー ド 未確認 時 


中 
を - 有 と 


アラ ー ム 音 て 点滅 
の 解除 


(の コー ドス ケル チ の 運用 方 法 


(送信 ) 


(受信 ) 


ュ 


7 すけ 


ED 


に さ 


-Y" 
に 


人 ち スイ ッ チ を 押し て 応答 し て 下さ い 。 
コー ド が 相手 側 に 送ら れ ます 。 


"表示 が "た" 表示 に 変わ っ て いま す 。 


何 か キ ー を 押す と アラ ー ム 音 と 点滅 は 解除 れ ます 。 


① と 5 キー を 押し て 「[F ] 」 を 点灯 させ て ピコ キ ー 
を 押し 、DSQ コ ー ド 設定 モー ド に し ます 。 
メモ リーNO.A か ら D の どの コー ド も コー ドス ケル チ 
コー ド と し て 使用 で きま す 。 


メモ リーNO.A か ら ロ の ] つ を 選ん で 、 コ ー ド スケ ル 
チコ ー ド を 入力 し ます 。 


メイ ン バ ン ド 側 の 〇 "” また は 。 〇 キー を 押し て 設 
定 を 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻し ます 。 


@⑳ ビビ コキ ー を 押し て 、100MHz の 表示 を 「『 」 に 変え 
ます 。 


ご エス イッ チ を 押す こ 、 
ド 3 桁 が 送信 され ます 。 


動 的 に コー ドス ケル チコ 


受信 し た け DTMF 信号 が コー ドス ケル チコ ー ド 8 桁 と 一致 
し た 場合 、「 す 」 が 点滅 し スピ ー カ ー か ら 音 声 が 聞こ ご えま 
す 。 
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プラ イベ ー ト 呼び 出し の 方法 


下 ア 8 

P・ 明 時 | 手 局 コ ー ド 
択 

要 ど 

入内 ペー ジャ ー 

[ モー ド 

(受信 ) 

グル ー プ 呼び 出し 

| 5 っ 

用 


① 過 NG キー 在 押し て 「| | 」 を 点灯 させ 


を 押し 、 


メモリー 
ます 。 


DSQ コ ー ド 設定 モー ド に し ま 


Teou 


て ビ ロ キ ー 
す 。 


ム (相手 局 コー ド ) を 選び 、 周波 数 表示 に 戻し 


③ ご キー を 押す と 自動 99 に DTMF 信 号 が 送信 され ま 


す 。 


送出 され る コー ド 形 式 は 以下 の 様 に な か り ま す 。 


Oo1 


ー 自 局 


OO 


相 学 局 コ ー ド 
モー ド 


100MHz の 表示 を 「 丹 」 に し て 、 ペ ー ジ ャ ー 設 定 状態 に 


し て お きま 


受信 し た ロ 


「 ロ 」 が 旧 減 


され ます 。 
SQ コー 


す 。 


TMF 信 号 が グル ー プ コー ド と 


* 設 定 モー ド に な っ て いま す 。 


受信 し た け 
が 点滅 し ア 


致し た 場合 、 


し アラ ー ム 音 が 鳴り 、 グ ルー ブ コ ー ド が 表示 


MF 信 号 が 自 局 コ ー ド と 一 致し た 場合 、「 過 」 


ニタ ー 相 手 
DSQ コ ー 


局 コー ド ) が 表示 され ます 。 
“設定 モー ド に な っ て いま す 。 


ラー ム 音 が 喝 り 、 受 信 し た 相手 局 コ ヨー ド ( モ 


受信 し た け TMF 信 号 が 、| | | G | ペー ジャ ー の DSQ 
コー ド と 一 致し た 場合 に は 、[P| 1G ] ペ 


ー ド に 自動 的 に 切換 わり ます 。|P| |G 


ー ジ ャ ー の モ 
ペー ジャ ー に 


つい て は 『5-8 DSQ 機 能 *』」 を 御覧 下さ い 。 


4-B スキ ャ ン の 運用 方 法 


(① バ ンド スキ ャ ン 操 作 


(チャ ン ネ ルス テッ プ ) 
UP 方 向 ス キャ ン 


10kHz UP 方 向 スキ ャ ン 
erMKMPpoY AE 


要 デ 
MS9 933 


要 ア 
OO 339 


1 
1 


ーーーー ーーーーーーーーー 


gg ア ー 
5 93 


に ュー 


DOWN 方 向 ス キャ ン 


バン ド 内 を スキ ャ ン し ます 。 

チャ ン ネ ルス テッ プ 、100KHz、IMHZ の ステ ッ プ 単位 で 
変化 で きま す 。 

5JUKHZ、1MHZ を 通過 時 、 ビ ー プ 音 が 只 り ます 。 


( 〇 "” また は 。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ます 。 


① ヒコ キー を 押し ます 。 


⑮ り ビー ト が 始ま っ て か ら キ ー を 離し ます 。 
(それ 以上 押し て いる と 、 ス キャ ン は 始ま り ま せん 。) 
デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 ス キャ ン が 始ま り ま す 。 


⑧ ス キャン 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の 周波 数 で スキ ャ 
ン が 停止 し ます 。 


ぐ ④ ス キャ ン 停 止 時 、 次 の 周波 数 へ 進め る に は | ダイ ヤル | 
を 回 し ます 。 右 へ 回 す と け 器 方 向 に 、 を へ 回 す と DDWI 
方 向 に スキ ャ ン を 進め ます 。 


⑤ 上 ゴメ ヌ は [上 ゴ キー を 押す と スキ ャ ン は 解除 され ます 。 


@⑥ どう スイ ッ チ で も 解除 で きま す 。 


上 ココ キー に より 動作 し ます 。 
操作 方 法 は ら -⑥ と 同様 で す 。 


(100kHz ス テッ プ 〉 
UP 方 向 ス キャ ン 


DOWN 方 向 ス キャ ン 


(1MHz ス テッ プ ) 
UP 方 向 ス キャ ン 


DDWNN 方 向 ス キャ ン 


介 メモ リー スキ ャ ン 操 作 
メモ リーUP 方 向 スキ ャ ン 


補 〇 キー に より 動作 し ます 。 
操作 方 法 は @ー⑥ こ 同様 で す 。 


5 キー を 押し て 「| F | 」 を 点灯 させ て の @ 〇 キー 
に より 動作 し ます 。 
操作 方法 は @-⑥ と 同 立 で す 。 


員 〇 〇 キー に より 動作 し ます 。 
帯 作 方 法 に @ー⑥ と 同様 で す 。 


S キー を 押し て 「[ F | 」 を 点灯 させ て の 吾 〇 つ キー 
に より 動作 し ます 。 
近作 方 法 は ②ー と 同位 で す 。 


メモ リー モー ド で 動作 し ます 。 
周波 数 を 書 込 ま れ て いな い チ ャ ン ネ ル や 、 ス キッ プ 指 定 


本 球 1 


内 933 庁 


1 


間 El EEH 


され て いる チャ ン ネ ル は 無視 され ます 。 


① 〇 " また は 。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


人 @ 補 〇 キー を 押し ます 。 
リピ ビー ト が 始ま っ て か ら キ ー を 離し ます 。 
(それ 以上 吾 し て いる と スキ ャ ン は 始ま り ま せん 。) 


MO 3 


要 , ! 
内 枯 人 


記 
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デシ マル ポイ ント が 点 減 し 、 ス キャ ン が 始ま り ま す 。 


スキ ャ ン 中 に 信号 を 受信 する と 、 そ の メモ リー チャ ン 
ネル で スキ ャ ン が 停止 し ます 。 


の ⑳ ス キャ ン 停 止 時 、 次 の チャ ン ネ ル へ 進め る に は | ダイ ヤル 


を 回 し ます 。 右 に 回 す と U 方 向 に 左 へ 回 す と DOW 
方 向 に スキ ャ ン を 進め ます 。 


人 @ 再 度 ゆ 〈 〇 キー を 押す と スキ ャ ン は 解除 され ます 。 


ペー ジャ ー の 運用 方 法 


相手 局 コ ー ド 


グル ー プ コー ド 


自 届 コ ー ド 


(送信 ) 
グル ー プ 呼び 出し の 方 法 


契 デ は 
P- 上 ロ ニク ルー フ コ ー ド 
し 、 須 


PU57 ペー シャー 
モー ド 


① 5 キー を 押し て 「[F | 」 を 点灯 させ て ピコ キ ー 


を 押し 、DSQ コ ー ド 設定 モー ド に し ます 。 


@ 送 信 相 手 司 コ ー ド 、 グ ルー プ コ ー ド 、 自 局 コ ー ド を 入 


力 し ます 。 


⑨③ メ イン バン ド 側 の 〇 "” また は 。( 〇 キー を 押し て 設 


定 を 宛 了 し 、 周 波数 家 示 に 戻し ます 。 


① NMS キー を 押し て 「| F | 」 を 点灯 させ て [コキ ー 


を 押し 、D け SQ コー ド 設 定 モー ド に し ます 。 


メモ リーB (グル ー プ コー ド ) を 選び 、 周 波数 表示 に 戻 


し ます 。 


⑧ ご 工 ) スイ ッ チ を 押す と 自動 的 に DTMF 信 号 が 送信 さ 


れ ま す 。 
送出 され る コー ド 形 式 は 以下 の 様 に な り ま す 。 
ABOxOOg ど 


馬 局 コー ド 
ー グ ルー プ コ ー ド 


| 
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(④⑳DSQ コ ー ド の 設定 


① 人 キー を 押し て 
を 押し ます 。 


DSQ コ ー ド 表示 に な り ま す 。 


「[F | を 点灯 させ て ピコ キ ー 


No ser 


Seser 


193 考 記 1 
宇和 @「[ F 」 」 点 灯 中 に に コキ ー を 押す 毎 に DBQ コ ー ド 
と 生 こも = が 、 メ モリ ーND .A か ら D の 4 衝 類 に 切換 わり ます 。 
ei (メモ リーNO.) (分類 ) 
p- ロ し し ロロ 人 : 送信 相手 局 コー 
3 B グル ー プ コー ド 
FUNC て らら 自 局 コー ド 
了 
自 司 コー ド 『 トー 定 ロ モニ ター 相手 局 コー ド 
! 相 アー 
た 全 た た HH メモ リーN0. を 選ん で 、 先 頭 か ら 順に コー ド を 3 桁 入力 
し ます 。 
FUNC を の 守 
ェ ニ ッ ーe#gt こつ 「 計 本 
に ⑳ メ イン バン ド 側 の 〇 " また は 。 〇 キー を 押す と 入 
p- ョ 43 力 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 
) りあ 提 の つて で 1 
PS ビビ  @ ドス イッ チ で も 入力 完了 で きま す 。 
避 DSQ 設 定 の 仕方 ーー キー を 押す ご と に 下記 の 様 に 設定 が 切 擦り り ます 。 


本 
攻 g 9 


要 ア ご 
pi 記 


要 
認 


コー ドス ケル チ 
モー ド 


ペー ジャ ー モ ー ド 


朋 除 


注意 
DSQI 提 能 の 


入 換 わっ て も 設定 は その まま 残り ます 。 


DSQ 機 能 は 常に 、 メ イン バン ド 合 に 働き 


の 設定 は 、] 度 設定 され る と 、 メイ ン バ ン ド が 


ます 。 


全 メ モリ ー ス キッ プ 設 定 


要 , コ 

EE は 議 に た と 
5 ェ ビ コ 

20 934 請 


テシマ ルポ イン ト 消 灯 


① 卒 〇 キー に より 、 ス キャ ン に 不要 な メモ リー チャ ン 
ネル を 呼び 出し ます 。 


⑥ PS キー を 押し て 「[F] 」 を 点灯 させ て ピコ キー 
を 提 し ます 。 
IMHZ の デシ マル ポイ ント が 消灯 し ます 。 
同 操作 解除 で きま す 。 
メモ リー スキ ャ ン 時 、 ス キッ プ 指 定 され た メモ リー テ ャ 
ン ネ ル は 無視 され ます 。 


4-d レビ ー タ の 運用 に レビ ー タ と は 、 遠 く 離れ た 局 ど うし の 交信 を 可能 に する 5-10 D8 品 機 能 I 本 頂 で は 、DBQ コ ー ド を 全て 3 桁 で 運用 する SQ 機 能 


つい て 自動 無線 中 継 局 で す 。 (拡張 編 ) に つい て 説明 し ます 。 
受信 と 送信 の 周波 数 が 5MHz 評 れ て いま す 。 また 、 信 号 
I 
6: 遇 9 に 8B8.5-1Z の トー ン が 付加 され て いる 場合 に 動作 し ます 。 (①) ペ ー ジ ャ ー 機 能 こ つい て 
グル ー プ 呼び 出し ある 特定 の グル ー プ 全員 を 一 斉 に 呼び 出し た い 時 に 利 ) 
で きる 機能 で す 。 
プラ イベ ー ト 呼び 出し ある 特定 の 人 を 呼び 出し た い 時 に 利用 で きる 機能 で す 。 


傾 コ ー ド スケ ル チ 機 能 こ つい て 8 桁 の コー ド を や り と りす る こと で 、 ト ー ン スケ ル チ と 同 
じ よ うな 運用 が で きま す 。 


オー トレ ビー タ セ ッ ト 周波 数 表示 が 439MHZ 台 に な る と 、 自動 的 に 一 5MHz シ DSQ コ ー ド に つい て 
フト 、BB.5HZ ト ー ン が 設定 され ます 。 グル ー プ コー ド 3 桁 グル ー プ で 共通 に 設定 する コー ド で す 。 
3 (オフ セッ ト 周 波数 、 ト ー ン 周波 数 と も に 初期 全 で す 。) また 、 コ ー ド スケ ル チ コ ー ド を 用 し て いま す 。 
HO 139 コ コ グル ー プ 呼び 出し を 運用 する 為 に 必要 で す 。 
ロ 自 局 コー ド 3 桁 局 の プラ イベ ー ト コー ド で す 。 
員 5 リ 還 了 また 、 コ ー ド スケ ル チ コ ー ド を 兼用 し て いま す 。 
3 プラ イベ ー ト 呼び 出し を 受け る 為 に 必要 で す 。 
送信 相手 局 コ ー ド 3 桁 ブラ イベ ー ト 呼び 出し で 、 呼 び 出す 為 に 下 要 で す 。 
の 相手 局 の プラ イベ ー ト コー ド 和 を 設定 し ます 。 
運用 方 法 ① 。 〇 キー を 押し て UH ビ を メイ ン バ ン ド に し ます 。 また 、 コ ー ド スケ ル チ コ ー ド を 菜 用 し て いま す 。 
= @⑥ 希 望 す る レビ ー タ の 周 流 数 を 選択 し ます 。 
ECHC 敵 還 き 「 「-」 表 示 の 確認 を し ま モニ ター 相手 局 コー ド 3 桁 本 ペー ジャ ー 機 能 で 呼び 出し を 受け た 時 に 送り 手 の プ ラ 
NO 0 ON イベ ー ト コー ド を メモ リー し ます 。 
1 5 を ② 他 局 が レビ ー タ を 使用 し て いな いこ と を 確認 し て か ら 、 また 、 コ ー ド スケ ル チ コ ー ド を 稼 用 し て いま す 。 
= 了 ロス イッ ツチ を 押し て 約 ? 秒 間 送 信 し ます 。 
則り @⑤ 電 波 が レビ ー タ 局 に 届け ば 、 レ ビー タ 装 置 が 動作 し て 、 1 6-98 DS 機能 1 と 同様 に 、 コー ド と し て は 、 16 衝 
ーー 王 ma 和信 ) ピー タ 局 の コー ル サ イ ン を 示す モー ルス 信号 また は を 使用 で きま す 。 
音声 に よる [信号 が 聞こ えま す 。( レ ビー タ に よっ て は 
D 信 号 の な いも の も あり ます 。) 


⑮ 自 局 の 電波 で レビ ーー タ 局 が 作動 し て いる 事 を 確認 の 上 、 
通常 の 交信 を 行なっ て 下さ い 。 


(受信 ) 


グル ー プ 呼び 出し 


- 福 手 局 コー ド 
PS3 
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グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 
呼び 出し 


相手 局 コー ド 


E 計 ST 
3 ド た と HH 


交信 の 仕方 


相手 局 コー ド 末 確認 時 


夏 ア 8 届 
9 EE とけ 


「| は |」 点 灯 ( グ ルー プ 呼 び 出し ) ま た は 、「| 品 」」「G 
点灯 (グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し ) の 設定 状態 に 
し て お きま す 。 


過 


① 受 信 し た DTMF 信 号 が 、 グ ルー プ コ ー ド と 一 致し た 場 
合 「| | 」 が 点滅 し 、 ア ラー ム 音 が 只 っ て 、 グ ルー プ 
呼び 出し で ある 事 を 知ら せま す 。 

DSQ コ ー ド が 表示 され 、 グ ルー プ コ ー ド 、 自 局 コ ー ド 
入力 モー ド に な り ま す 。 
相手 局 コ ー ド は 、 受信 コー ド が 表示 され ます 。 


① 受 信 し た ロ TMF 信 号 が 、 グ ルー プ コ ー ド と 自 局 コー ド 
の 両方 と 一 致し た 場合 「| P | 」 と 「| G | 」 が 点滅 し 、 


アラ ー ム 音 が 鳴っ て グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し 
で ある 事 を 知ら せま す 。 


DS8Q コ ー ド が 表示 され 、 相 手 局 コー ド 入 力 モ ー ド に な 
り ま す 。 
相手 局 コ ー ド は 、 受信 コー ド が 表示 され ます 。 


注意 
受信 し た DTMF 信 号 が 拡張 DBQ ロ の DS ロコ ー ド と 一致 
し た 場合 に は 、 拡 張 DSQ の ロ Q モ ー ド に 自動 的 に 切 葵 
わり ます 。 拡 張 DB に つい て は 『5-10 DSQ 機 能 T ( 拡 
張 編 )』 を 御覧 下さ い 。 


スイ ッ チ を 押し て 応答 し て 下さ い 。 
コー ド が 相手 側 に 送ら れ ます 。 


“月 " 表示 が “と " 表示 に 変わ っ て いま す 。 


何 か キ ー を 押す と アラ ー ム 音 と 点滅 は 解除 され ます 。 


〇 運用 方 法 (機能 編 ) 


5-1 チャ ン ネ ルス テッ プ 
の 設定 


1) 設定 の 仕方 


10kHz 1e.5kHz 


VHF、UHF そ れ ぞ れ 独 立 に チャ ン ネ ルス テッ プ を 設定 
で きま す 。 


① 〇 "また は 。 〇 キー に より 、 メ イン バン ド を 決め 


@ 尋 NG キー を 押し て 「| F | 」 を 点灯 させ て ヒコ キー 
を 押し ます 。 

③⑨ ーー キー を 押す 等 に 、 下 記 の 位 に チャ ン ネ ルス テッ 
プ が 切換 わり ます 。 希望 の ステ ッ プ に セッ ト し て 下さ 
い 。 


0kHz e5kHz 5KHz 


チ ャ ン ネ ルス テッ プ の 運用 


② ヒコ キー に より U 方 向 に 切換 わり ます 。 

⑥ ヒコ キー に より DOWIN 方 向 に 切換 わり ます 。 

⑧@[ ダイ ヤル | を 右 に 回 す と U 方 向 、 左 に 回 す と DOWN 
方 向 に 切換 わり ます 。 


② メ イン バン ド 偶 の 〇 "”" また は 。。( 〇 キー を 押す と 設 
定 モー ド は 解除 され ます 。 


@ スイッチ で も 解除 で きま す 。 


ダイ ヤル | や ヒコ 、 ヒ ココ キー に よる 周波 数 変更 や ス 
キャ ン は 、 設 定 さ れ た ステ ッ プ で 人 行なわ れ ま す 。 
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5-P スキ ャ ン 機 能 
1) スキャン 方 式 に つい て 
ビジ ー ス キャ ン 方 式 


タイ マー スキ ャ ン 方 式 


空 ス キャ ン 方 式 


し い ン や 
5 dg 


デシ マル ポイ ント 
E つ 点 減 


避 ス キャ ン 方 式 の 切換 え 方 


信号 を 受信 し て いる 間 、 ス キャ ン 動 作 が 止ま り ま す 。 
信号 が P 秒 間 な く な る と 、 再 び ス キャ ン 動 作 を 開始 し ます 。 
(出荷 時 及び リセ ッ ト 後 は 、 ビ ジー スキ ャ ン 方 式 に 設定 さ 
れ て いま す ) 


信号 を 受信 する と 、 ス キャ ン 動 作 が 止ま り ます 。 

信号 を 受信 し て いて も 、5 秒 経 員 する と 再び スキ ャ ン 動 作 
を 開始 し ます 。 

また 、 信 号 が な く な る と 、 ス キャ ン 動 作 を 再開 し ます 。 


信号 が な く な る と 、 ス キャ ン 動 作 が 止ま り ま す 。 
信号 を 受信 する と スキ ャ ン 動 作 を 再開 し ます 。 
空 スキ ャ ン 時 、10HKHz の デシ マル ポイ ント が 点滅 し ます 。 


① 〇 "" また は 』 〇 に より メイ ン バ ン ド を 決め ます 。 


@ PS キー を 押し て 「[ 下 | 」 を 点 灯 さ せ て ーー コ キー 
を 押し ます 。 


@③ ヒー キー を 押す 毎 に 下記 の 様 に 設定 が 換わり ます 。 


希望 の 方 式 に 設定 し ます 。 各 表 示 は 、 約 ど 秒 後に 周波 数 
表示 に 戻り ます 。 


認 デ 中 ア 
た 間 7 に 


タイ マー スキ ャ ン 空 ス キャ ン 


ビジ ー ス キャ ン 


②③ メイ ン バ ン ド 側 の 〇 "”" また は ぶ 〈 〇 キー を 押す と 設 
0 周波 数 表示 に 戻り ます 。 
@⑤ 一 スイ ッ チ を 押し て も 解除 で きま す 。 


運用 方 法 
(準備 ) 


gg  「 
9 選 3 拓 g 


~ [| 一 遇 コー ド 
グル ー プ コー ド 


(送信 〉 
グル ー プ 呼び 出し の 方 法 


回 
本 = っ 
由記 可 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 
呼び 出し の 方 法 


ーー 相手 局 コー ド 
回 回 


相 アデ ェ 了 | 
』 記 寺 叶 提 上 


① NG キー を 押し て 「| | 」 を 点灯 させ て コキ ー 
を 押し 、![ 点灯 (グル ー プ 呼び 出し ) に し ます 。 


グル ー プ コー ド と 自 局 コ ー ド を 入力 し ます 。 


メイ ン バ ン ド 側 の 〇 "” また は ( 〇 キー を 押し て 設 
定 を 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻し ます 。 


上 記 準 備後 は グル ー プ 呼び 出し 設定 に な っ て いま す 。 
こつ スイ ッ チ を 押す と 、 自 動 的 に DTMF 信 号 が 送信 さ 
れ ま す 。 

送出 され る コー ド 形 式 は 、 以 下 の 様 に な り ま す 。 
ヨメ ノイ ※※ 


自 局 コ ー ド 
ーー グル ー プ コー ド 


① 5 キー を 押し て 「|[ F」 を 点 槍 させ て ヒコ キー 
を を 押し 、『| |」 中 G 点灯 (ダグ ループ 内 プラ イベ ー ト 
呼び 出し ) に し ます 。 


@ 相 手 局 コー ド を 入力 し ます 。 


⑧ ご スイ ッ チ を 押す と 自動 的 に DTMF 信 号 が 送信 
れ ま す 。 
送出 され る コー ド 形 式 は 、 以 下 の 様 に な り ま す 。 
1 己 ヨ 5※4 

し 語 コ ー ド 

ー 相手 局 コー ド 

ーー グル ー プ コー ド 
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回 D8Q 設 定 の 仕方 


① 〇 “また は 。。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


@ 5 キー を 押し て 「[ 下 」 を 点 奴 させ て 、 ビ コキ ー 
を 押す 毎 に 、 下 記 の 様 に 設定 が 切換 わり ます 。 


ーー 、 | 基 ア 5 ポ 
だ 3 補 33 所 


ーー 


四 


本 5 3 cu に ニニ 
導 た た ど 全 た た けり に HH 誠に まだ けけ 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 
全 び 出し 


グル ー プ 呼び 出し 解除 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 
呼び 出し 設定 時 


r 相手 局 コ ー ド 入力 可 
国 還 


要 ど 5 っ 
きた た に 全 い た た けけ 


グル ー プ 呼び 出し 設定 時 


要 ア 5 も 

7 3 

ー 自 局 コー ド 入力 可 
グル ー プ コー ド 入 方 可 


設定 の 完了 
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相手 司 コー ド 1 桁 は ここ で 設定 し ます 。 


グル ー プ コー ド 3 桁 と 自 局 コー ド ] 桁 せ 、 こ こ で 設定 し ま 
す 。 
グル ー プ コー ド か ら 順 に 入力 し て いき ます 。 


① メ イン バン ド 側 の ( び " また は 。。 〇 キー を 押す と 設 
定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


@ ご スイッチ を 押す と 、D は ロコ ー ド を 送出 し て 周波 
数 表示 に 戻り ます 。 


注意 
DSQ 機 能 の 設定 は 、] 度 設定 され る と 、 メイ ン バ ン ド が 
入 換 わ っ て も 設定 は 、 そ の まま 残り ます 。 
DS 機能 は 、 常 に メイ ン バ ン ド 側 に 販 き ます 。 


バン ドス キャ ン 動 作 


人 の プロ グラ ム ス キ ャ ン 動 作 


」 
1 
D 


メモ リー チャ ン ネル MIB 
共 H 


た UE た JH 


メモ リー チャ ン ネ ル 19 


碗 9 。 
出 55 3 居 只 


(プロ グラ ム ス キ ャ ン 例 ) 


契 ア リ 
JrTT ゴコロ 
4 本 に E た HH 


r 
1 
1 
I 


スキ ャ ン 上 限 


| 本 アァ ご 
な pkHEEJIH 


スキ ャ ンド 限 ! 


6 
内 95g y33DH 


rl 


竹 UP/DOWIN キ ー に より チャ ン ネ ルス テッ プ 、100KHz、 
1MHz の 単位 で 変化 させ る 事 が で きま す 。 

バン ド 内 を スキ ャ ン し ます 。 

探 作 は 『4-B8 スキ ャ ン の 運用 方 法 』 を 御覧 下さ い 。 


本 機 で は 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル 18 と メモ リー チャ ン ネ ル 

19 の 周作 数 の 間 を スキ ャ ン さ せる 事 が で きま す 。 

① 〇 "また は 。。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル 1B と 19 に スキ ャ ン の 上 限 、 下 限 の 
周波 数 を 書込み ます 。 


メイ ン バ ン ド 側 の 〇 "“ また は w( 〇 キー に より VFO 
モー ド に し ます 。 


@ 5 キー を 押し て 「| | 」 を 点灯 させ て % 〇 キー 
を 押し ます 。 
デシ マル ポイ ント が 点滅 し 、 プ ログ ラム スキ ャ ン が 始 
まり ます 。 


て 注意 う 

ご の 時 、 両 方 の 周波 数 が 一 致し こい る と バン ドス キャ ン 
に な り ま す 。 

また 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 開 始 時 の VFO 周 波数 が スキ ヤ 
ン 範 囲 外 の 時 に は スキ ャ ン 上 限 、 ま た は スキ ャ ント 下限 の 
周波 数 より スキ ャ ン を 開始 し ます 。 
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似 メ モリ ー ス キャ ン 動 作 


合 ス キャ ン 動 作 中 の 操作 


スキ ャ ン 方 向 を 切換 える 
次 チャ ン ネ ル へ 移る 


スキ ャ ン 動 作 を 解除 する 


スキ ャ ン 方 式 切 換え る 


VHF、UHF の 両方 を 
スキ ャ ン さ せる 


プラ イオ リティ と の 
同時 動作 


翌 〇 キー に より 、 メ モリ ー ス キャ ン を 且 始 で きま す 。 
操作 は 『4-B8 スキ ャ ン の 運用 方 法 」 を 御 臣下 さい 。 


①| ダイ ヤル | を 右 に 回 す と UP 方向 に 、 左 に 回 すこ と 

DOWIN 方 向 に 1 チャ ン ネ ル 移 動 し 、 ス キャ ン 方 向 を 切 
換え る こと が で きま す 。 

バン ドス キャ ン 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 動 作 時 、 〇 
キー で 100KkHZ UP、*( 〇 つ キー で 1MHZ UP で きま 
す 。 そ れ ぞ れ ENS キー を 押し な が ら 押 す と 、DOWN 
し ます 。 


^ 


トコ 又は ヒー ゴ キー を 押す と 解除 で きま 
m ス イッ チ 、 メ イン バン ド 側 の 〇 " また は OO 
キー で も 、 解 除 で きま す 。 


w ト 
o 


謙 


FUNC キー を 押し て 「| 」 を 京 灯 させ て トー コ を 押し 


ます 。 


メイ ン バ ン ドス キャ ン 中 に 、 サ ブ バ ンド 偶 の 〇 "また 
は 。 〇 キー を 押し 、 メ イン バン ド を 切換 えて スキ ャ ヤン 
動作 を 開始 する こと が で きま す 。 


スキ ャ ン 中 に " 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オリ ティ と の 
同時 動作 に な り ま す 。 


5-9 DBQ 機 能 1 


グル ー プ 呼び 出し 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 
呼び 出し 


(1)DSQ コ ー ド に つい て 


グル ー プ コー ド 8 桁 


自 局 コ ー ド 1 桁 


送信 相手 局 コ ー ド ] 桁 


モニ ター 相手 局 コー ド 1 桁 


DS と は HTMF ス ケル チ の 事 で 、 ペー ジャ ー 機 能 / コ 
ー ド スケ ル チ 機 能 の 総 秋 で す 。 

本 項 で は 、 特 定 グ ルー プ 内 で の 運用 に 便利 な ペー ジ ヤ 
機能 を 説明 し ます 。 


ある 特定 の グル ー プ 全員 を 一 斉 に 呼び 出し た い 時 に 利 
で きる 機能 で す 。 


ある 特定 の グル ー プ 内 の 1 人 を 呼び 出し た い 時 に 利用 で き 
る 機能 で す 。 


グル ー プ で 共通 に 設定 する コー ド で す 。 


自 局 の プラ イベ ー ト コー ド で す 。 
グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し を 受け る 為 に 必要 で す 。 


グル ー プ 内 プラ イベ ー ト 呼び 出し で 、 相 手 を 呼び 出す 為 
に 紗 要 で す 。 相 手 局 の プラ イベ ー ト コー ド を 設定 し ます 。 


本 ペー ジャ ー 機 能 で 呼び 出し を 受け た 時 に 送り 手 の プ ラ 
イベ ー ト コー ド を メモ リー し ます 。 


コー ド と し て は 、 以 下 の 16 生 類 を 使用 で きま す 。 
0]-[9]、[A]-[D]、[※]、[* 
※ ] 入力 時 表示 「 朋 」、| # | 入力 時 表示 「 明 」 
た だ し 、[ # | は ワイル ドカ ー ド 機能 を 持っ て いま す 。 
『5-8 DB 機能 IT (拡張 編 ) ( 介 』 を 御覧 下さ い 。 
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司 ト ー ン スケ ル チ の 運用 


2 MM SOL 
な と H け 全 :EE け 


トー ンス ケル チ と は 、 自 
致し た 時 だ け 受 信 


す 。 
@ キー を 押し て 「 


ンス ケル チ モ ー ド に し ます 。 
設定 


希望 の トー ン 周 波数 を 


〒 


局 と 相手 局 の トー ン 周 波数 が 一 
させ る 機能 で す 。 


① 〇 "『 また は 。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 


QL」 を 京 箱 さ せ 、 ト ー 


し ます 。 


の ⑳ ト ー ン 周波 数 一 致 の 場合 だ 


@⑤ スイ ッ チ を 押す と 、 


け 受 信 し ます 。 


ます 。 


ン を 付加 し て 送信 され 


5-3 プラ イオ リティ / デ ュ ア ル 


ワッ チ 機 能 


(1)VF リ プラ イオ リティ 


ME PEEUJM 
9 3 
EE 
に ドニ ーーー 


回 メモ リー ブラ イオ リティ 


1 


要 ア 
内 dg 3 


MM EE 


3 秒 側 


1 秒 側 


3 秒 側 


1 秒 側 


3 秒 


受信 


の D OF 
す 。 
@ @ 〇 キー を 押し て メモ リー モー ド に し ます 。 
③ ゆ 〇 キー、[ ダイ ヤル ] に よっ て メモ リーNO. を 選 
択 し ます 。 
ぐ ④ メ イン バン ド 作 の 〇 "“ また は 。( つ キー を 押し て VFD 
Eー ド に し ます 。 
VFO 周 波数 の 設定 を 行ない ます 。 
⑯ " 〇 キー を 押し ます 。 
プラ イオ リティ が 始ま り 、 下 記 動 作 を 繰返し ます 。 
VFO 周 波数 3 秒 受 信 
メモ リー 周波 数 1 秒 受信 
② メ モリ ー 側 に 信号 が 入る と ビー プ 音 が 鳴り 3 秒間 受信 し 
「 4 」 が 点滅 し ます 。 
再度 、VFD リ モード で “" 〇 キー を 押す と 、 プ ライ オリ 
ティ 動作 は 解 交 され ます 。 


また は 。( 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 


① 〇 "” また は 。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 
⑮VFO 周 波数 の 設定 を 行ない ます 。 
⑬ 具 〇 キー で メモ リー モー ド に し ます 。 
④ ゆ 〇 キー、[ ダイ ヤル |] に よっ て メモ リーNO. を 選 
択 し ます 。 
⑯ “ 〇 キー を 押し ます 。 
プラ イオ リティ が 始ま り 、 下 記 動 作 を 韻 返 し ます 。 
メモ リー 周波 数 3 秒 受信 
VFO 周 波数 1 秒 受信 
人 @VFO 側 に 信号 が 入る と ビー ブ 音 が 鳴り 3 秒間 受信 し 
「 WW 」 が 点滅 し ます 。 


② 再 度 、 メ モリ ー モ ー ド で “" 〇 キー を 押す と 、 プ ライ 
オリ ティ 動作 は 解除 ぐれ ます 。 
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司 プ ライ オリ ティ 動作 中 の 操作 


3 秘 側 で の 送信 


1 秒 側 で の 送信 
3 秘 側 の 周波 数 変更 と 
メモ リーNO. 変 更 


プラ イオ リティ 動作 の 解除 


VHF、UHF の 両方 を 
プラ イオ リティ さぶ せ る 


スキ ャ ン と の 同時 動作 


で スイ ッ チ を 押し て 送信 で きま す 。 


ジス イッ チ を 離す と プラ イオ リティ 動作 が 再開 し ま 
す 。 


ご スイ ッ チ を 押す と 、 送 信 さ れる と 同時 に プラ イオ 
リティ 動作 が 解除 され ます 。 


ダイ ヤル | や 各 UP/DOWN キ ー に より 変更 可能 で す 。 


Pa 


( 〇 キー を 押す と 解除 で きま す 。 
1 秒 側 で と スイッチ を 押す と 解除 で きま す 。 


メイ ン バ ン ド で プラ イオ リティ 中 に 、 サ ブ バ ンド 側 の 
〇 "また は 。x( 〇 キー を 押し て 、 メ イン バン ド を 切換 え 
て プラ イオ リティ 動作 を 開始 する こと が で きま す 。 


プラ イオ リティ 中 に スキ ャ ン 動 作 を 開始 する こと が で き 
ます 。 


5-B8 トー ン エ ンコ ー ダ / 


トー ンス ケル チ 機 能 


(①) 設 定 方 法 


5 トーン エン コー ダ の 運用 


の の 
438 訂 


本 機 は トー ンス ケル チ 機 能 を 標準 装備 し て いま す 。 
トー ン エ ンコ ー ダ / ト ー ン スケ ル チ 機 能 よ 、 メ イン バン ド 
で の 運用 と な り ま す 。 


⑪ 〇 " また は 。。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 
す 。 


ら て キー を 押す と 、 下 記 の 様 に トー ン 設 定 が 切換 わ 


] SQL 
要 テ 


要 還 時 > っ 
320 9 9 選 語 


トー ン エ ンコ ー ダ トー ンス ケル チ 衣 除 
モー ド モー ド 


注意 
トー ン エ ンコ ー ダ / ト ー ン スケ ル チ 機 能 の 設定 は 、1 度 設 
定 さ れる こと 、 メ イン バン ド が 入 換 わ っ て も 設定 は その ま 
ま 残り ます 。 
トー ンス ケル チ 機 能 は 常に メイ ン バ ン ド 側 に 働 寺 ま す 。 


レピータ 運用 時 に 必要 な トー ン エ ンコ ー ダ を マニ ュ ア / 

で 設定 で きま す 。 

① 。 〇 キー を 押し て 、 UHF ビ を メイ ン バ パンド に し ます 。 

6 ら キー を 押し て 、「[ | 」 を 点灯 させ 、 ト ー ン エ 
ンコ ー ダ モー ド に し ます 。 

希望 の トー ン 周 波数 を 設定 し ます 。 


@ で スイッチ を 押す と 、 ト ー ン を 付加 し て 送信 され 
ます 。 


5-B シフ ト 方 向 の 切換 え 受信 周波 数 に 対し て 送信 周波 数 を 、 オ フ セ ッ ト 周 流 数 分 (CALL デ ュ ア ル ワ ッ チ ① 〇 "また は 。。 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 


だ け 二 また は 一方 向 に シフ ト さ せる 機能 で す 。 R す 。 
① 〇 "” また ほ ww 〇 キー に より メイ ン バ ンド を 決め ま SR 
EMR _ - @VFO モ -- ド か メモ リー モー ド に し て 周波 数 の 設定 を し 
ら ご う キー を 押し て 「| F | 」 を 点灯 させ て 、ー コ キー | 3 aa ます 。 
を 押す 毎 に シン ト 方 向 か 切 換わり り ま す 。 。 00 289 商 中 
大 5 ーー = ③ 中 キー を 0.5 秒 以上 押し ます 。 
還 還 ECH 加 PCT 還 是 CHU し CALL 周 波数 と VF ロ 周波 数 (メモ リー 周波 数 ) の デ 
2 ロ リロ 呈 を 全 ま に FE 人 人 ち ユア ル ワ ッ チ が 始ま り ま す 。 
ee 0 デュ アル ワッ チ 動 作 は 、 ス キャ ン 方 式 に 従い ます 。 
] 波 受信 /] 波 受信 待ち PTT = 
還 @ ご スイッチ を 押す と 表示 モー ド で 送信 で きま す 。 
リロ ロー ロコ コリ ロロ デュ アル ワッ チ 動 作 は 解除 され ます 。 
40 ga 
オフ バン ド に つい て 送信 時 に シフ ト さ せ た 場 合 、 周 波数 範囲 を 超え る こと が 1 デュ アル ワッ チ 中 に 、 再 度 ビ コ キー を 押す と 、 デ ュ 
あり ます 。 その 時 は 、 1 ロロ 表示 郡 に 「。F と 」 と 表示 さ た アル ワッ チ 動 作 は 解除 され ます 。 
FM330g れ 、 送 信 さ れ ま せん 。 内 5 PEE 有 HH 人 
e 波 受信 
5-7 リバ ー ス 機能 レピータ 運用 時 に 送信 周波 数 と 受信 周波 数 を 入 換え で て 、 要 ア ェ 
相手 局 と 直接 交信 で きる か どう か の チェ ッ ク を する ここ 5 339 _- 
が で きま す 。 時 拓 1 5 秒 受信 
an キー を 押し て 「[F] 」 を 京 灯 さ せ て コキ ー を 
5 3 記 9 押し ます 。 ME 3 
送受 信 周 波数 が 入 換わり 、 シ フト 方 向 か が 逆 に な り ま す 。 9 1 づけ Osa 
FUNC 」+ 結 
1 5 + 
キー 
要 ど 
5 訂 3 誠 り 注意 
バン ド エ ッ ジ を 越え る 場合 に は 、 リ バー ス に は な ら ず 、 9 


ブー 音 が 鳴り ます 。 
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5-4 オフ セッ ト 周 波数 
の 設定 


(1]) オ フ セ ッ ト 周 波数 の 設定 モー ド 
VHF オフ セッ ト 周 波数 


ロロ ココ ロロ 
可 EE 


UHF オフ セッ ト 周 波数 


師 オフセット 周波 数 の 変更 の 仕方 


100kHz ス テッ プ 


1MHz ス テッ プ 


10MHz ス テッ プ 


レビ ー タ 運用 時 (デュ ー プ レッ 
数 と 受信 周波 数 の 差 を オフ セッ ト 周 波数 と 呼び ます 。 


① 〇 "" ま た は 〇 キー に よ 


ます 。 


5 キー を 押し て 「 


F ] 


を 押し ます 。 


クス 運用 ) の 、 送 信 周波 


っ て メイ ン バ ン ド を 決め 


を 点灯 させ て コキ ー 


LCD 表 示 部 に オフ セッ 


出荷 時 及び リセ ッ ト 後 、 
され て いま す 。 
(VHF) 
(UHF 


60OKHz 
5MHz 


下記 


周波 数 が 表示 され ます 。 


オフ セッ ト 周 波数 が 設定 


メイ ン バ ン ド 側 の 〇 "”" また は w 〇 キー を 押す と 、 
設定 モー ド は 解除 され ます 。 


@ 5 スイ ッ チ で も 解除 で きま す 。 


オフ セッ ト 周 波数 は 、 最 小 ステ ッ プ 100kHz で 変更 で きま 


す 。 


範囲 は 、0-- 的 .JMHz で す 。 


① ヒコ キー で I0O 


2Z U ピ し ます 。 


@ ヒコ キー で 100 


⑨| ダイ ヤル | を 右 に 回 す 
DOWN し ます 。 


① を 〇 キー で IMHz U 
FUNC 


@ の つ キー を 押し て 「 


を 押す と 1MHz DOW 


ら 5 キー を 押し て 「 


ュ 


を 押す と 、 


ZZ DOWN し ます 。 
と 1DOkHz U、 左 に 回 すこ 


P し ます 。 


を 点灯 させ て * 〇 キー 


N し ます 。 
① * 〇 キー で Ii0MHZ UP し 


ます 。 
を 点灯 させ て 只 〇 キー 


OMHz DOW 


し ます 。 


③ PS キー を 押し て ![ を 点灯 させ て 、| ダイ ヤル 


を 右 に 回 す と 10MHz し 


P、 を に 回 す と DOWN し ます 。 


5-5 トー ン 周 波数 の 設定 


四 ア 


85 9d 語 


トー ン 周 波数 一 覧 表 


(単位 ・ Hz) 


38 波 の トー ン 周 波数 を を 切換 える 事 が で きま す 。 


① 〇 "” また は w 〇 キー に より メイ ン バ ン ド を 決め ま 


す 。 


ら 5 キー を 押し て 「[ 


」 を 点灯 させ て キー 


を 押し ます 。 


LOCD 表 示 部 に ト 


ン 周 波数 が 表示 され ます 。 


③ ヒコ キー で トー ン 周 波数 が U ピ し ます 。 


@ に コ キー で 


ー ン 周波 数 が DOWN し ます 。 


| ダイ ヤル ] を 右 に 回 す と UP し 、 左 に 回 す と OWN 


し ます 。 


人 メイン バン ド 側 の 〇 "" 


定 モー ド は 解除 され ます 。 


また は w( 〇 キー を 押す と 設 


の ご スイ ッ チ で も 解除 で きま す 。 


67.0 7 如 .9 74.4 


65.4 B5 1.5 
103.5 107.6 110.9 
187.8 131.8 138.5 
I56.7 168.6e 157.8 
19g.8 803.5 10.7 
g41.8 860.3 


7.0 79.7 88.5 


94.8 87.4 10U.0 
114.8 118.8 183.0 
141.3 146.g 151.4 
178.8 179.9 186.g 
gi8.1 885.7 893.6 


1 


